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特集
厚生労働省編一般職業適性検査
の活用
進路指導・キャリア教育・就職指導では、職業に
関する能力・適性、興味・関心等の自己理解が大
切であり、そのために多くのアセスメント・ツールが
活用されていますが、なかでも能力検査である「厚
生労働省編一般職業適性検査（GATB）」は、
活用するのが難しいという声が聞かれます。
GATB は、学校の授業や試験では測れないような、
仕事を遂行するうえで必要な能力を、客観的に知る
ことができるものです。
今号では、GATB について正しい知識を持ち、工
夫しながら活用できるよう、実際に進路指導・キャリ
ア教育・就職指導で活用されている高等学校・若
者サポートステーション等の事例とともに、実施から
結果の解説までの流れ、判定の方法などをご紹介
します。

ホームページ内「職業研究」ページでは、本誌バック
ナンバーがPDFファイルでご覧いただけます。テー
マ別に特集記事を探すこともできます。
キャリア支援のヒントとしてご活用くだ
さい。
▶https://www.koyoerc.or.jp/
　occupational_research/backnumber.html

「職業研究」バックナンバーのご案内
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特集●厚生労働省編一般職業適性検査の活用 巻頭言
●

日本体育大学
名誉教授

本間啓二

厚生労働省編一般職業適性検査 
｢GATB」の活用

本
検
査
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
労
働
省

が
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
よ
っ
て
職
業

適
性
を
測
定
す
る
検
査
と
し
て
、
１
９
３
４

年
か
ら
10
年
間
か
け
て
開
発
し
たGeneral 

A
ptitude T

est Battery

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）を

戦
後
、
我
が
国
の
労
働
省
が
翻
訳
し
、
主
に

中
学
校
・
高
等
学
校
の
50
分
の
授
業
内
で
実

施
で
き
る
職
業
指
導
・
進
路
指
導
の
た
め
の

検
査
と
し
て
昭
和
27
年
に
完
成
・
公
表
し
た

も
の
で
あ
る
。

検
査
の
対
象
者
は
、
中
学
２
年
生
か
ら
45

歳
未
満
の
者
と
し
て
い
る
が
、
中
学
・
高
校

生
で
標
準
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
受
検
者
の

年
齢
を
考
慮
し
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。

職
業
適
性
と
は
、
学
力
の
よ
う
に
現
在
身

に
つ
い
て
い
る
能
力
を
測
定
す
る
も
の
で
は

な
く
、
学
習
や
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば

将
来
、
身
に
つ
く
と
想
定
で
き
る
職
業
的
能

力
を
予
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

実
施
に
際
し
て
、
ま
ず
初
め
に
受
検
者
に

本
検
査
の
説
明
を
行
う
。
ど
の
よ
う
な
検
査

で
、
何
を
測
定
し
、
何
の
た
め
に
行
い
、
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

と
い
っ
た
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、
丁
寧
に

解
説
し
、
受
検
者
の
了
承
の
も
と
に
意
欲
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
事
前
準
備
を
進
め

る
。検

査
結
果
の
解
釈
と
受
検
者
へ
の
返
却

①
　
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
確
認

全
て
の
検
査
に
全
力
を
出
し
て
実
施
で
き

た
か
を
確
認
す
る
。
集
中
で
き
な
か
っ
た
検

査
項
目
を
確
認
す
る
場
合
に
は
、「
集
中
し

て
で
き
た
か
」と
聞
く
の
で
は
な
く
、「
集
中

で
き
な
か
っ
た
り
、
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た

検
査
項
目
は
？
」と
聞
く
よ
う
に
す
る
。

②�

　
得
点
結
果
の
確
認
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の

特
徴
を
説
明

適
性
能
得
点
の
結
果
と
受
検
時
の
取
り
組

み
状
況
に
ず
れ
が
な
い
か
を
確
認
し
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
の
特
徴
と
各
適
性
能
の
解
釈
の
仕

方
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

③�

　
受
検
者
の
過
去
の
経
験
と
結
果
と
の
関

連
を
確
認
し
、
解
釈
を
加
え
る

得
点
の
高
い
適
性
能
の
能
力
特
性
と
こ
れ

ま
で
の
経
験
と
の
一
致
点
を
明
ら
か
に
し
、

同
様
に
低
い
得
点
の
能
力
特
性
と
不
得
意

だ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
の
関
連
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
自
己
理
解
を
深
め

る
よ
う
に
す
る
。

④�

　
本
人
の
個
性
を
生
か
せ
る
職
業
分
野
の

概
要
を
説
明

「
職
業
領
域
別
適
性
職
業
群
一
覧
表
」を

使
っ
て
、
得
点
の
高
い
適
性
能
が
生
か
せ
る

職
業
群
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
選
択
さ
れ
た

職
業
群
に
希
望
の
職
業
が
な
い
場
合
に
は
希

望
の
職
業
が
含
ま
れ
る
職
業
群
を
探
し
、
得

点
が
足
り
な
い
適
性
能
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

⑤
　
適
性
の
あ
る
職
業
・
職
務
例
を
挙
げ
確
認

job tag

等
の
職
業
情
報
サ
イ
ト
を
使
い
、

選
択
さ
れ
た
適
性
職
業
群
の
中
か
ら
関
心
の

あ
る
職
業
を
選
び
、
職
務
内
容
や
資
格
、
条

件
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
。

職
業
の
中
に
は
各
種
の
職
務
や
課
業
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
適
性
能
を

必
要
と
し
て
い
る
た
め
、
自
分
の
得
意
を
生

か
せ
る
職
務
や
課
業
を
選
択
し
た
り
、
与
え

ら
れ
た
職
務
で
も
不
得
意
と
知
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
事
前
に
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
職
業
を
選
択
す
る
だ
け

で
な
く
、
入
職
後
も
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
へ
と

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
果
を
伝
え
る
際
の
留
意
点

①
　
本
人
の
希
望
に
合
わ
な
い
結
果
こ
そ
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

本
人
の
思
い
と
検
査
結
果
が
違
っ
て
い
る

場
合
は
、
職
業
へ
の
認
識
や
自
分
へ
の
理
解
が

不
足
し
て
い
た
り
、
現
実
吟
味
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
、原
因
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
個
性
を
尊
重
す
る
立
場
に
立
っ
て
伝
え
る

検
査
は
受
検
者
を
振
り
分
け
る
も
の
で
は

な
く
、
受
検
者
自
身
が
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

他
人
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
受
検
者
の
個
性

と
し
て
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
。

③
　
今
後
も
選
択
は
繰
り
返
し
て
行
わ
れ
る

「
人
生
は
選
択
の
連
続
で
あ
る
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
重
大
な
選
択
は
人
生
で
何
度
も

起
こ
っ
て
く
る
も
の
で
、
そ
の
度
に
何
を
基

準
に
選
択
し
た
ら
い
い
の
か
悩
む
も
の
で
あ

る
。
自
分
を
生
か
す
選
択
と
し
て
、
職
業
適

性
や
職
業
興
味
を
考
え
る
材
料
に
加
え
る
と

よ
い
。

④
　
検
査
結
果
は
個
性
を
考
え
る
一
つ
の
側
面

検
査
結
果
は
一
つ
の
側
面
で
し
か
な
く
、

個
性
を
幅
広
く
み
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
検
査
結
果
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
多
面
的
な
解
釈
で
個
性
と
し
て
の
良
さ

を
引
き
出
し
て
い
く
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
活
用
の
疑
問
に
つ
い
て

は
、「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ 

Ｑ
＆
Ａ
集
」（
一
般
社
団
法
人
雇

用
問
題
研
究
会
発
行
）を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。



■ 

概　

要

　
厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査（
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｂ
）
は
、
多
様
な
職
業
分
野
で
仕
事
を

す
る
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
代
表
的
な
９
種

の
能
力（
適
性
能
）
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
能
力
面
か
ら
み
た
個
人
の
特
徴
の
理
解

や
適
職
領
域
の
探
索
等
、
望
ま
し
い
職
業
選

択
を
行
う
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

適
性
能
は
、
15
種
類
の
下
位
検
査（
う
ち

11
種
類
が
紙
筆
検
査
＝
筆
記
検
査
、
４
種
類

が
器
具
検
査
）
を
実
施
す
る
こ
と
で
測
定
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
で
は
、
様
々
な
職
業
を
、

そ
の
職
業
を
遂
行
す
る
う
え
で
求
め
ら
れ
る

適
性
能
の
種
類
と
水
準（
所
要
適
性
能
基
準
）

に
よ
り
、
40
の
グ
ル
ー
プ（
適
性
職
業
群
）

に
分
け
て
い
ま
す
。
各
被
検
者
の
適
性
能
得

点（
結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）
と
、
40
の
適
性

職
業
群
の
所
要
適
性
能
基
準
と
を
照
合
し
、

得
意
な
能
力（
適
性
能
）
を
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
具
体
的
な
職
業
例
を
知
る
こ
と
で
、

幅
広
く
適
職
を
吟
味
で
き
ま
す
。

個
人
の
結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は
、
標
準

得
点
と
し
て
適
性
能
得
点
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
個
人
の
尺
度
ご
と
の
粗
点（
各
検
査
の

回
答
を
集
計
し
て
得
ら
れ
る
得
点
）
が
、
基

準
集
団
の
中
で
ど
の
あ
た
り
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
個

人
の
特
徴
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

（
平
均
が
１
０
０
）。

他
者
と
の
比
較
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の

中
で
の
得
意
、
不
得
意
を
把
握
す
る
こ
と
も

大
切
な
視
点
で
す
。

■ 

歴　

史

ア
メ
リ
カ
で
は
戦
前
か
ら
心
理
学
者
に

よ
り
心
理
検
査
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お

り
、
米
国
労
働
省
が
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ（General 

A
ptitude T

est Battery

）を
開
発
、
１
９

４
４
年
に
公
表
し
ま
し
た
。

日
本
の
労
働
省（
当
時
）
は
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ

を
通
じ
て
そ
の
提
供
を
受
け
、
使
用
許
可

を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
版
に
翻
案
・

改
編
し
、
大
規
模
な
標
準
化
実
験
を
行
い
、

１
９
５
２
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
以
来
、
改

訂
を
経
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
長
期
に

わ
た
り
、
学
校
や
職
業
安
定
所
等
で
広
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

厚生労働省編一般職業適性検査
●編　著：厚生労働省職業安定局
●対　象：中学（２年生以上）・高校・高専・専門学校・短大・大学・職業訓練校・職業相談機関等
●実施所要時間：紙筆検査　約45～ 50分、器具検査　約15分
●測定するもの：�９種の適性能（知的・言語・数理・書記・空間・形態・共応・指先の器用さ・手腕の器用さ）

検査の概要

Q

�

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
で
は
何
を
測
定
し
て

い
る
の
で
す
か
？

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
、
能
力
面
を
測
定
す
る

検
査
で
す
が
、
能
力
の
中
の「
適
性
能
」

を
測
定
し
て
い
ま
す
。

 

Q

�

適
性
能
と
は
何
で
す
か
？

　

あ
る
仕
事
を
行
う
に
は
、
訓
練
し
た

り
教
育
を
受
け
る
な
ど
し
て
そ
の
仕
事

に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ら
を
身
に
付
け
る
た
め
の
基
盤

と
な
り
、
将
来
の
職
務
遂
行
や
職
業
訓

練
の
成
否
に
関
係
が
深
い
能
力
を
、
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｂ
で
は「
適
性
能
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　

 厚生労働省編一般職業適性検査の活用特集

言語能力

数理能力

書記的知覚

空間判断力

形態知覚

指先の器用さ

手腕の器用さ

知的能力

運動共応

適性能 、知識、
感性、技能、体力、
コミュニケーショ

ン力など
興味、価値観など

個性
能力

パーソナリティ

９
種
の
適
性
能
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Q
器
具
検
査
と
は
何
で
す
か
？

　

左
記
の
２
種
類
の
器
具（
検
査
盤
）
を

用
い
て
、
４
つ
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
で
、
２
種
の
適
性
能（
指

先
の
器
用
さ
、
手
腕
の
器
用
さ
）を
測
定

し
ま
す
。	

検
査
時
間
　
約
15
分

適性能 内　容 典型的な作業 関連のある職業の分野

一般的理解力、推理、
判断力、応用力

状況を分析判断する。
工夫をしたり、新しい
アイデアを出す。

調査研究、企画開発、
営業、教育・福祉、
販売サービス等

知的能力
General IntelligenceG

言語能力
Verbal Aptitude

言語的な理解力、
文章読解、表現力

文章を読み書きする。
言葉で伝達したり、
説明を理解する。

著述編集、報道、広告宣伝、
営業、教育・福祉、法務、
事務関係等

V

数理能力
Numerical Aptitude

数的な処理能力、
計算力、数的推理力

各種計算、集計作業、
数量管理・分析、
金銭管理などを行う。

調査研究、工学技術、
測定分析、情報処理、
経理会計等

N

書記的知覚
Clerical Perception

文字、記号などの
比較弁別力、
一般的な注意力

印刷物の校正、
帳票の記載やチェック、
表の作成等の作業を行う。

事務全般、運転監視、
警備保安、看護、
対個人サービス等

Q

空間判断力
Spatial Aptitude

立体的、構造的な理解力、
図面から実物をイメージ
する力

設計図を理解したり
作成する。
造形的な作業を行う。

工学技術、製図、情報処理、
デザイン美術、建設工事、
熟練技能等

S

形態知覚
Form Perception

形、図形などの
比較弁別力

裁断、切断、切削、
貼付け、取付け、接合、
組立等の作業を行う。

製図、建設工事、
デザイン技術、加工組立、
造形、手工技能等

P

運動共応
Motor Coordination

目と手の共応、
迅速で正確な動作を
行うコントロール力

キーボードの操作、
素早い繰り返し作業を
行う。

OA機器オペレータ、
簡易事務、機械操作、
加工組立等

K

紙
筆
検
査
で
測
定（
７
種
）

器
具
検
査
で
測
定（
２
種
）

指先の器用さ
Finger Dexterity

指先で細かい物を
正確に扱う能力

精密作業、小さい物を
指先で取り扱う作業を
行う。

機械操作、手工技能等F

手腕の器用さ
Manual Dexterity

腕や手首を使って
物を巧みに扱う能力

ハンドルやレバーを
操作する作業、道具を
巧みに扱う作業を行う。

機械・装置の運転操作、
加工組立、造形、
理容美容等

M

（左）手腕作業検査盤
　　（ペグ・ボード）
　　●さし込み検査
　　●さし替え検査

（右）指先器用検査盤
　　（エフ・ディー・ボード）
　　●組み合わせ検査
　　●分解検査

■ GATBで測定される９種の適性能
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検
査
の
実
施

判　
　

定

結
果
の
解
説

と
活
用

個
別
面
談

「
職
業
調
べ
」

を
す
る

実施から結果の解説、活用までの実際
授業やセミナー，就労支援の中で、GATBをどのように実施し、活用するか、具体的な流れを紹介します。

■ ワークの結果を活用して「職業調べ」につなげることもできます。

■ �進路相談、就職相談などの場面で、GATBの結果を参考にして話し合うこともできます。学校では、
三者面談での利用も可能です。

▼

▼
▼

▼

さらに...

■全体の流れ
GATBは、個別でも、集団でも、実施することのできる検査です。
GATB実施後、判定（採点）の時間を要するため、授業や面談では「検査の実施」と「結果の解説と活用」を２回

（２コマ）に分けて行います。

■ 被検者（生徒、学生、社会人等）へ検査用紙を配付します。
■ 検査の趣旨を説明し、実施上の注意点を説明します。 約５分
■ 検査１から検査11までを順番に実施します。 約42分
■ 検査用紙を回収します。 約３分

● 回収した検査用紙を、実施者（指導者）が手引を参照しながら採点することも可能です。

　 手引については p.11 下段参照。

● 「Ｈ・ｍ・Ｌ」判定の方法は、

■ �判定サービスには「ベーシックコース」「プラスコース」の２種類があります。活用目的に合わせて、
コースをお選びいただきます。

■ 回収した検査用紙を、雇用問題研究会 採点部へお送りいただきます。
■ 判定に要する期間は、採点部に到着してから３～４週間程度です。

■ 判定結果票と「結果の見方・生かし方」を用いて、自己理解を深めます。
■ 「結果の見方・生かし方」のワークを行うことで、自己の能力と職業とを関連づけて考えます。

厚生労働省編一般職業適性検査 実施の流れ

p.7へ

p. ８～ 10へ

p. ８～９へ

p.12～ 13へ

p.11へ

p.11へ

職業研究――2024 No.2　6



判定のご依頼

検査用紙回収・部数確認

検査の実施

検査の説明

氏名欄等の記入

検査実施の趣旨説明

用紙の配付と検査実施の準備 ●検査用紙検査用紙 ●検査実施者用冊子検査実施者用冊子

■ 各被検者に検査用紙を配付する。・
■ 次のように指示する。
「合図があるまで検査用紙を開いてはいけません。」
「配られた検査用紙と鉛筆が手元にあるかどうか、
確認してください。」

「消しゴムは使わないので、片付けてください。」
「携帯電話の電源は切ってください。」

「これから職業適性検査を行います。これは皆さんが持っている職業に
関係のあるいろいろな能力を調べ、どんな職業が適しているかを考え
るためのものです。したがって、これは皆さんが、将来職業を選ぶと
きの手がかりを得るもので、学科試験ではありませんし、学校の成績
とも関係ありません。私の言うとおりのやり方で、楽な気持ちで、し
かも全力を尽くして検査に臨んでください。」

■ 検査用紙表紙の氏名欄等を記入させる。

■ 検査用紙表紙の「検査をはじめる前に」を読む。

■ 氏名欄等の記入を再度確認し、検査用紙を回収、部数を確認する。

■ 実施済み検査用紙を、雇用問題研究会 採点部へ送付する。

▼

▼

▼

▼

約５分

約42分

約３分

被検者が使用するもの
・鉛筆（一人２～３本）
　（ボールペン不可）

■ 検査１から検査11までを順番に実施する。
その際、各検査の所定時間は正確に計測する。

実施者が使用するもの
・検査実施者用冊子
・ストップウォッチ
・黒板、またはホワイトボード
・予備の鉛筆

検査の実施

7　職業研究――2024 No.2



結果の解説と活用 判定サービスには、次に示す２種類のコースがあります。
活用目的に合わせてお選びください。

自分の能力特徴を知るには

プラスコース
自分の中の得意な部分を知ることが可能。他者と比較
することなく、自分の上位３位までの能力に注目。

能力について客観的に知るには

ベーシックコース
適性能得点により、自分の結果が他者と比べてどの位
置にあるか、職業が必要とする基準（所要適性能基準）
を満たしているか判明。

１．能力特徴（主に得意な能力）を理解する

● 生徒用―― 個人結果票プラス　1/2枚目 ● 生徒・学生・社会人用―― 結果票　1/2枚目

実施年月日

1 年 組 番

■■ああななたたのの能能力力特特徴徴 あなたの能力のうち、上位３位（①～③）の能力に注目しましょう

■■ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③

言語能力 文章を読んだり書いたり、理解したり、言葉で伝える能力。

数理能力 計算を正確に速く行ったり、問題を推理し、解く能力。

書記的知覚 文字や数字、記号の違いを見つける能力。また、日常生活での注意力。

■■ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③とと関関係係のの深深いい職職業業･･進進路路

ここここでではは、、ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③とと関関係係のの深深いい職職業業をを記記ししてていいまますす。。

ここのの検検査査でではは測測定定ででききなないいああななたたのの興興味味やや性性格格ななどどもも考考ええ、、総総合合的的にに進進路路ににつついいてて検検討討ししままししょょうう。。

能能力力のの種種類類 仕仕事事内内容容 能能力力とと関関係係のの深深いい職職業業分分野野 職職業業分分野野にに関関連連すするる主主なな進進路路

伝達したり、説明を理解する。

◆学部にはあまり関連がない

◆学部にはあまり関連がない

やチェック、表の作成作業な ●機械・装置の運転看視、電気・機械設備の保守管理 ◆理系
●養護・看護・保健医療 ◆福祉系、保健医療系
●個人サービス、 警備・巡視、警察･保安

どを行う。

①① ＶＶ
②② ＮＮ
③③ ＱＱ

●事務 ◆文系印刷物の校正、帳票の記載

①① ②② ③③

そそれれぞぞれれのの能能力力はは、、下下表表のの「「仕仕事事内内容容」」にに活活かかせせまますす。。

①ＶＶ言語能力
文章を読み書きする。言葉で ●法務・財務、人文科学系の研究、著述・編集・報道、

67 100 92 77 41 55 32
知的能力 言語能力 数理能力 書記的知覚 空間判断力 形態知覚 運動共応 指先の器用さ 手腕の器用さ

●言葉や数字で表現された物事を理解する働き ●平面図や立体図、造形物 ●指や手腕を動かして、物をすばやく正確

　を理解する働き 　に取り扱う働き

ＧＧ ＶＶ ＮＮ ＱＱ ＳＳ ＰＰ ＫＫ ＦＦ ＭＭ

個人結果票

2024年4月16日 雇用高等学校 情報システム

A 16 雇用　武

一般社団法人 雇用問題研究会  
１／２

厚厚生生労労働働省省編編一一般般職職業業適適性性検検査査

◆文系

　 事務
●教習・訓練･指導、教育・指導 ◆文系、理系
●相談助言 ◆文系、福祉系

②ＮＮ数理能力
各種計算、集計作業、数量 ●経理・会計 ◆文系
管理・分析、金銭管理などを ●工学・技術の開発応用、 自然科学系の研究 ◆理系
行う。 ●測定・分析 ◆理系、保健医療系

●航空機・船舶の操縦

③ＱＱ書記的知覚

進進路路指指導導・・職職業業指指導導用用
プラス

学学生生･･生生徒徒用用

能力特徴をグ
ラフで表示。
得点は表示さ
れない。

能力のイメー
ジイラストが
表示される。

1 年 組 番

●●適性能得点は平均が100です。

　（プロフィールの青い線は、本検査の基準によるあなたの曲線です）

●●適性能加算得点は、結果が高く出る可能性のある範囲を示したものです。

　（プロフィールの赤い線は加算評価基準によるあなたの曲線です）

●●順位は、あなたの適性能のうち、得点の高いほうから順位づけしたものです。

■■適適性性能能得得点点とと評評価価

～

～

FF指　先 MM手　腕

認知機能 知覚機能 運動機能

VV言　語 NN数　理 QQ書　記 SS空　間 PP形　態 KK共　応

30

25

評価段階
GG知　的

60

55

50

45

40

35

DD
85

～
80

75

75

EE

70

65

ⓒⓒ
～

105
100

100

CC
～

95
90

90

～
130

125

125

BB
120

～
115

110

110

88 55 77 44

適
　
性
　
能
　
プ
　
ロ
　
フ
　
ィ

　
ー

　
ル

AA

150

145

140

135

8855 110011 9988 110077

順　　　　　　　位 66 11 22 33 99

適性能加算得点 9966 112233 111111 110077 8844

MM手　腕

8888 111155 110033 9999 7744 7755 9911 8866 9955

雇用　修一

適 性 能 得 点
GG知　的 VV言　語 NN数　理 QQ書　記 SS空　間 PP形　態 KK共　応 FF指　先

厚厚生生労労働働省省編編一一般般職職業業適適性性検検査査
結果票

一一般般社社団団法法人人  雇雇用用問問題題研研究究会会    

実施年月日 2024年4月16日 雇用高等学院 情報システム        
１１／／２２

0B 000013

進路指導・職業指導用
能力特徴をグ
ラフで表示。
全 国 平 均 を
100と し た
適性能得点が
表示される。

● 指導者用―― 個人結果表プラス　1/2枚目

実施年月日

1 年 組 番

■■ああななたたのの能能力力特特徴徴 あなたの能力のうち、上位３位（①～③）の能力に注目しましょう

150

25

■■ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③

言語能力 文章を読んだり書いたり、理解したり、言葉で伝える能力。

数理能力 計算を正確に速く行ったり、問題を推理し、解く能力。

書記的知覚 文字や数字、記号の違いを見つける能力。また、日常生活での注意力。

■■ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③とと関関係係のの深深いい職職業業･･進進路路

ここここでではは、、ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③とと関関係係のの深深いい職職業業をを記記ししてていいまますす。。

ここのの検検査査でではは測測定定ででききなないいああななたたのの興興味味やや性性格格ななどどもも考考ええ、、総総合合的的にに進進路路ににつついいてて検検討討ししままししょょうう。。

能能力力のの種種類類 仕仕事事内内容容 能能力力とと関関係係のの深深いい職職業業分分野野 職職業業分分野野にに関関連連すするる主主なな進進路路

伝達したり、説明を理解する。

◆学部にはあまり関連がない

◆学部にはあまり関連がない

どを行う。

各種計算、集計作業、数量
管理・分析、金銭管理などを
行う。

印刷物の校正、帳票の記載
やチェック、表の作成作業な

◆文系

◆文系、理系

●事務 ◆文系
●機械・装置の運転看視、電気・機械設備の保守管理 ◆理系
●養護・看護・保健医療 ◆福祉系、保健医療系
●個人サービス、 警備・巡視、警察･保安

◆文系、福祉系

●法務・財務、人文科学系の研究、著述・編集・報道、

●教習・訓練･指導、教育・指導

●経理・会計 ◆文系
●工学・技術の開発応用、 自然科学系の研究 ◆理系
●測定・分析 ◆理系、保健医療系
●航空機・船舶の操縦

そそれれぞぞれれのの能能力力はは、、下下表表のの「「仕仕事事内内容容」」にに活活かかせせまますす。。

①①
②②
③③

ＶＶ
ＮＮ
ＱＱ

雇用高等学校

88 103
空間判断力

　を理解する働き

●平面図や立体図、造形物

形態知覚
ＧＧ ＮＮ ＰＰＳＳ

115 74
言語能力 数理能力

●言葉や数字で表現された物事を理解する働き

知的能力 書記的知覚
ＱＱＶＶ

99
指先の器用さ

86

ＫＫ ＦＦ
運動共応

厚厚生生労労働働省省編編一一般般職職業業適適性性検検査査
個人結果票

一般社団法人 雇用問題研究会  
１／２

①① ②② ③③
95

　に取り扱う働き

●指や手腕を動かして、物をすばやく正確

ＭＭ
手腕の器用さ

情報システム

雇用　武

2024年4月16日

A 16

9175

①ＶＶ言語能力

②ＮＮ数理能力

③ＱＱ書記的知覚

●相談助言

　 事務

文章を読み書きする。言葉で

進進路路指指導導・・職職業業指指導導用用

指指導導者者用用

進進路路指指導導・・職職業業指指導導用用
プラス

指導者用には、
得点も表示さ
れる。

グラフの青い線は、「適
性能得点」（ 今回の検
査で測定された、９種
の適性能の各得点）。

グ ラ フ の 赤 い 線 は、
「適性能加算得点注１」。

注１：適性能加算得点
GATBの結果は、受検時の受検者のコンディション
等に少なからず影響を受けるため、検査結果には
ブレ（測定誤差）が生じると考えられます。
能力がありながら発揮できなかったかもしれない
状況を考慮し、適性能ごとに定められた８～ 12点
の数値（加算点）を適性能得点に足した点数のこと
を、適性能加算得点といいます。

 各適性能の加算点
　「G・V・N・Q」8 点
　「S・P・K」10 点
　「F・M」12 点
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２．自分の能力が生かせそうな職業を知る

● 生徒用―― 個人結果票プラス　1/2枚目

実施年月日

1 年 組 番

■■ああななたたのの能能力力特特徴徴 あなたの能力のうち、上位３位（①～③）の能力に注目しましょう

■■ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③

言語能力 文章を読んだり書いたり、理解したり、言葉で伝える能力。

数理能力 計算を正確に速く行ったり、問題を推理し、解く能力。

書記的知覚 文字や数字、記号の違いを見つける能力。また、日常生活での注意力。

■■ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③とと関関係係のの深深いい職職業業･･進進路路

ここここでではは、、ああななたたのの得得点点のの高高いい能能力力①①～～③③とと関関係係のの深深いい職職業業をを記記ししてていいまますす。。

ここのの検検査査でではは測測定定ででききなないいああななたたのの興興味味やや性性格格ななどどもも考考ええ、、総総合合的的にに進進路路ににつついいてて検検討討ししままししょょうう。。

能能力力のの種種類類 仕仕事事内内容容 能能力力とと関関係係のの深深いい職職業業分分野野 職職業業分分野野にに関関連連すするる主主なな進進路路

伝達したり、説明を理解する。

◆学部にはあまり関連がない

◆学部にはあまり関連がない

やチェック、表の作成作業な ●機械・装置の運転看視、電気・機械設備の保守管理 ◆理系
●養護・看護・保健医療 ◆福祉系、保健医療系
●個人サービス、 警備・巡視、警察･保安

どを行う。

①① ＶＶ
②② ＮＮ
③③ ＱＱ

●事務 ◆文系印刷物の校正、帳票の記載

①① ②② ③③

そそれれぞぞれれのの能能力力はは、、下下表表のの「「仕仕事事内内容容」」にに活活かかせせまますす。。

①ＶＶ言語能力
文章を読み書きする。言葉で ●法務・財務、人文科学系の研究、著述・編集・報道、

67 100 92 77 41 55 32
知的能力 言語能力 数理能力 書記的知覚 空間判断力 形態知覚 運動共応 指先の器用さ 手腕の器用さ

●言葉や数字で表現された物事を理解する働き ●平面図や立体図、造形物 ●指や手腕を動かして、物をすばやく正確

　を理解する働き 　に取り扱う働き

ＧＧ ＶＶ ＮＮ ＱＱ ＳＳ ＰＰ ＫＫ ＦＦ ＭＭ

個人結果票

2024年4月16日 雇用高等学校 情報システム

A 16 雇用　武

一般社団法人 雇用問題研究会  
１／２

厚厚生生労労働働省省編編一一般般職職業業適適性性検検査査

◆文系

　 事務
●教習・訓練･指導、教育・指導 ◆文系、理系
●相談助言 ◆文系、福祉系

②ＮＮ数理能力
各種計算、集計作業、数量 ●経理・会計 ◆文系
管理・分析、金銭管理などを ●工学・技術の開発応用、 自然科学系の研究 ◆理系
行う。 ●測定・分析 ◆理系、保健医療系

●航空機・船舶の操縦

③ＱＱ書記的知覚

進進路路指指導導・・職職業業指指導導用用
プラス

学学生生･･生生徒徒用用

自分の得点
の高い１～３
位の能力と
関係の深い
職 業・進 路
を表示。

「授業の中で生徒にGATBの結果票を返却したいけ
れど、生徒はお互いに結果を見せ合うため、得点
が表示されていると返却しづらい。授業で返却で
きる結果票がほしい」という先生方からのご要望に
より、プラスコースが開発されました。

● 生徒・学生・社会人用―― 結果票　2/2枚目

1 年 組 番

■■適適性性能能のの解解釈釈 器器具具検検査査がが実実施施さされれてていいまませせんんがが、、本本検検査査ででははFF、、MM性性能能とともも適適性性能能得得点点がが9900点点以以上上ああるるももののととししてていいまますす。。

■■適適性性職職業業群群 は理系職業群 は文系職業群に分類しています。

11 HH  動植物の採取、飼育、栽培の仕事

mm  動物の調教・管理、水産養殖及び園芸の仕事

22 HH  身体作業主体の仕事

HH  手腕作業主体の仕事

HH  機械操作の仕事

LL  加工、組立の仕事

33 mm  建設、設備工事の仕事

LL  切削加工、造形の仕事

LL  手工技能の仕事

LL  製図及び関連の仕事

44 mm  機械、装置の運転看視の仕事

mm  電気設備、機械設備の保守管理の仕事

55 mm  据付機関、建設機械の運転の仕事

HH  車両等の運転の仕事

LL  航空機、船舶の操縦の仕事

66 LL  測定、分析の仕事

LL  工学、技術の開発応用の仕事

77 LL  自然科学系の研究の仕事

LL  診断、治療の仕事

LL  人文科学系の研究の仕事

LL  法務、財務等の仕事

88 LL  教習、訓練、指導の仕事(教習所・訓練施設)

LL  教育、指導の仕事(学校)

99 LL  デザイン、写真の仕事

mm  通信の仕事

LL  著述、編集、報道の仕事

1100 HH  介護サービスの仕事

LL  養護、看護、保健医療の仕事

LL  相談助言の仕事

1111 HH  販売の仕事

mm  理容、美容の仕事

HH  個人サービスの仕事

LL  専門技術的な販売の仕事

1122 HH  警備、巡視の仕事

HH  警察、保安の仕事

1133 HH  簡易事務の仕事

HH  事務機器操作の仕事

mm  一般事務の仕事

mm  経理、会計の仕事

LL  専門企画の仕事

HH::

mm::

LL::

厚厚生生労労働働省省編編一一般般職職業業適適性性検検査査
結果票

２２／／２２
雇用　修一000013

  一一般般社社団団法法人人  雇雇用用問問題題研研究究会会  

雇用高等学院 情報システム        

0B

G -110 V -100 N -100

G - 90 N - 90 Q -100

Q - 90

Q - 75 K - 75

G - 75 Q - 90 K - 90

((11))

K - 75 F - 75 M - 75

G - 90 V - 75

P - 90 K - 75 M - 75

M - 75

M - 75

S - 75 P - 75 M - 75

S - 90 P - 90 M - 75

S - 90 P - 90 F - 90

N - 90 S - 90 P - 90

G - 90 Q - 90 M - 75

G - 90 Q - 90 M - 90

S - 75 P - 75 M - 75

G - 75 Q - 75 M - 75

G -110 N -110 S -100

N - 90 S - 90 P - 90

G -110 N -110 S -100

G -125 N -125 S -100

G -125 N -125 S -100

G -125 V -125 N -100

G -125 V -125 N -100

G -100 V -100 Q -100

G -110 V -100

G -110 V -110 Q -100

S - 90 P - 90

G - 90 Q - 90 K - 90

G -110 V -110 Q -100

M - 75

G - 75 M - 75

G -100 Q - 90 M - 90

M - 75

G - 75

社社会会福福祉祉のの職職業業

N -100

Q - 75

P - 75

G - 75 Q - 75

G -110 N -100

Q - 75

S -100

農農林林漁漁業業のの職職業業

運運搬搬、、加加工工、、組組立立ななどどのの簡簡
易易技技能能のの職職業業

販販売売、、ササーービビススのの職職業業

加加工工、、組組立立造造形形ななどどのの熟熟練練
技技能能のの職職業業

運運転転、、操操作作のの職職業業

機機械械・・装装置置のの保保守守管管理理のの職職
業業

工工学学、、技技術術のの職職業業

学学術術研研究究、、医医療療及及びび法法務務等等
のの職職業業

教教育育関関係係のの職職業業

ココミミュュニニケケーーシショョンンのの職職業業

実施年月日 2024年4月16日

職職業業領領域域 照照合合結結果果 所所  要要  適適  性性  能能  基基  準準適適　　　　性性　　　　職職　　　　業業　　　　群群

M - 75

((55))

((22))

((33))

((44)) P - 75

K - 75

((1100))

((1111))

((1122))

((1133))

((66))

((77))

((88))

((99))

((1144))

((1155))

((1166))

((2244))

((1177))

((1188))

((1199))

((2200))

((2211))

((2222))

事事務務関関係係のの職職業業

G - 75 N - 75

S - 75

((3377))

警警備備、、保保安安のの職職業業
G - 75 Q - 90

G - 90 V - 90

((2266))

((2277))

((2288))

((4400))

((3300))

((3311))

((3344))

((3355))

((3322))

((3333))

基基準準をを満満たたししてていいるる。。能能力力面面かかららみみてて、、適適性性職職業業群群にに含含ままれれるる仕仕事事にに就就いいたた時時ににううままくくややっってていいけけるる可可能能性性がが高高いいこことと
をを示示ししてていいまますす。。

基基準準ををほほぼぼ満満たたししてていいるる。。能能力力面面かかららみみてて、、適適性性職職業業群群にに含含ままれれるる仕仕事事はは、、努努力力ししだだいいででううままくくややっってていいけけるる可可能能性性がが
高高いいここととをを示示ししてていいまますす。。

基基準準をを満満たたししてていいなないい。。能能力力面面かかららみみてて、、適適性性職職業業群群にに含含ままれれるる仕仕事事ををううままくくややっってていいくくたためめににはは、、かかななりりのの努努力力がが必必
要要ででああるるここととをを示示ししてていいまますす。。

あなたの適性能得点を全国規準の面からみると、V性能、Q性能、P性能、K性能が平均点(100点)を上回ってい
ます。このうちP性能は、かなり高い得点です。この結果から、能力面からみたあなたの職業適性は下記の一
覧表の照合結果欄に 「H」(基準を満たしている)、「m」(基準をほぼ満たしている)、「L」(基準を満たして
いない)として表示しています。まず、「H」マークの付いた適性職業群に着目し、自分の考えていた職業と
合っているかどうかをみてみましょう。次に 「m」評価の適性職業群についても考えてみましょう。職業や進
路（進学先）の選択は、能力・興味・自信等の面から総合的に判断することが大切です。この検査結果につい
てあなたの考えを整理し、先生や家族と相談してみてください。

((2233))

((3388))

((3399))

((3366))

((2255))

((2299))

進路指導・職業指導用

所要適性能基準（GATBで定めている40の各適性職業
群に必要とされる適性能の種類と水準）と、GATBの
結果（適性能得点）を照合し、適性が高いのか、努力
を必要とするのかを3段階で表示（H・m・L）。

H―― �能力面からみて、適性職業群に含まれる仕事に
就いた時にうまくやっていける可能性が高いこ
とを示している。

m―― �能力面からみて、適性職業群に含まれる仕事に
就いた時に努力しだいでうまくやっていける
可能性が高いことを示している。

Ｌ―― �能力面からみて、適性職業群に含まれる仕事
をうまくやっていくためには、かなりの努力
が必要であることを示している。

※�　「H・m・L」の判定方法および「L」判定の詳細な

見方・考え方については、 p.12～ 13を参照。
　

３．�ワークを通して、能力と職業につい
て検討する

● 生徒用/指導者用（共通）
　　　　―― 個人結果票プラス　2/2枚目

進路指導・職業指導用
厚生労働省編 一般職業適性検査 個人結果票 プラス    2／2

一般社団法人雇用問題研究会

 人文科学系の研究●大学教員・研究者（法律学、経済学、文学、国際関係学等） 文系 
 販売・営業●販売員（デパート、自動車、ペットショップ）、生命保険外交員、各種営業員（住宅・不動産、商社） 文系 
 専門企画●経営コンサルタント、証券アナリスト、不動産鑑定士 文系 
 教習・訓練・指導●インストラクター(OA、スポーツ）、予備校・塾講師、専修学校教師 文系、理系 
 教育・指導●教員（幼稚園、小・中・高等学校、特別支援学校）、学芸員 文系、理系 
 専門技術的な販売・営業●セールスエンジニア、ＭＲ（医薬品情報担当者）、通信・情報システム営業員、広告営業員 文系、理系 
 相談助言●ソーシャルワーカー、臨床心理士、児童相談員、キャリア・コンサルタント 文系、福祉系 
 工学・技術の開発応用●技術者（機械、電気、建築、食品等）、システムエンジニア 理系 
 自然科学系の研究●大学教員・研究者（数学、医学、バイオテクノロジー）、気象予報士 理系 
 通信●通信士(航空・陸上・船舶）、テレビ・ラジオ放送技術者 理系 
 介護サービス●ホームヘルパー（老人、病人、障害者）、社会福祉施設介護職員、介護福祉士 福祉系、保健医療系 
 養護・看護・保健医療●保育士、看護師、作業療法士、栄養士、薬剤師 福祉系、保健医療系
 診断・治療●医師（内科、外科、皮膚科、精神科）、歯科医師、獣医師 保健医療系 
 動物の調教・管理、水産養殖、園芸●農業技術者、調教師、造園師、畜産技術者 － 
 個人サービス●ウェイター・ウェイトレス、ホテル客室係、観光バスガイド、キャビンアテンダント －   
 法務・財務●弁護士、外交官、公認会計士、司法書士 文系 
 人文科学系の研究●大学教員・研究者（法律学、経済学、文学、国際関係学等） 文系 
 著述・編集・報道●記者、編集者、アナウンサー、通訳 文系 
 事務●営業事務員、医療事務員、空港旅客係、ホテルフロント係 文系 
 教習・訓練・指導●インストラクター(OA、スポーツ）、予備校・塾講師、専修学校教師 文系、理系 
 教育・指導●教員（幼稚園、小・中・高等学校、特別支援学校）、学芸員 文系、理系 
 相談助言●ソーシャルワーカー、臨床心理士、児童相談員、キャリア・コンサルタント 文系、福祉系 
 経理・会計●経理事務員、銀行窓口事務員＜テラー＞、会計事務員 文系 
 工学・技術の開発応用●技術者（機械、電気、建築、食品等）、システムエンジニア 理系 
 自然科学系の研究●大学教員・研究者（数学、医学、バイオテクノロジー）、気象予報士 理系 
 測定・分析●臨床検査技師、診療放射線技師、測量士、土地家屋調査士 理系、保健医療系 
 航空機・船舶の操縦●パイロット、航海士、船舶機関士 － 
 事務●営業事務員、医療事務員、空港旅客係、ホテルフロント係 文系 
 機械・装置の運転看視●製鋼・圧延工、石油精製オペレーター、発電装置オペレーター 理系 
 電気・機械設備の保守管理●ビル施設管理技術者、配電保守員、都市ガス設備オペレーター 理系 
 養護・看護・保健医療●保育士、看護師、作業療法士、栄養士、薬剤師 福祉系、保健医療系 
 個人サービス●ウェイター・ウェイトレス、ホテル客室係、観光バスガイド、キャビンアテンダント － 
 警備・巡視●ガードマン、マンション管理人、駐車場管理人 － 
 警察・保安●自衛官、警察官、消防官、麻薬取締官 － 
 工学・技術の開発応用●技術者（機械、電気、建築、食品等）、システムエンジニア 理系 
 測定・分析●臨床検査技師、診療放射線技師、測量士、土地家屋調査士 理系、保健医療系 
 デザイン・写真●デザイナー（工業、インテリア）、WEBクリエーター、カメラマン、アニメーター デザイン系 
 建設・設備工事●大工、とび、電気工事士、トンネル切削作業員 － 
 切削加工・造形●金属加工技能者（旋盤・フライス盤、金型）、自動車・航空整備士 － 
 手工技能●歯科技工士、調理師、ガラス工芸家、和菓子職人 － 
 製図●CADオペレーター、パタンナー、製図・写図技能者 － 
 デザイン・写真●デザイナー（工業、インテリア）、WEBクリエーター、カメラマン、アニメーター デザイン系 
 手腕作業●製造技能者（靴、合板、食品）、クリーニング師 － 
 加工・組立●各種加工・組立技能者（パソコン、自動車、家具）、金属加工技能者 － 
 建設・設備工事●大工、とび、電気工事士、トンネル切削作業員 － 
 切削加工・造形●金属加工技能者（旋盤・フライス盤、金型）、自動車・航空整備士 － 
 手工技能●歯科技工士、調理師、ガラス工芸家、和菓子職人 － 
 製図●CADオペレーター、パタンナー、製図・写図技能者 － 
 身体作業●土木作業員、ビル清掃員、引越作業員、じん芥収集（リサイクル）作業員 － 
 機械操作●機械操作技能者（金属プレス、製薬、製パン）、ＩＣ生産オペレーター － 
 加工・組立●各種加工・組立技能者（パソコン、自動車、家具）、金属加工技能者 － 
 簡易事務●事務補助員（ファイリング、パソコン入力など）、新聞配達員、宅配配達員 － 
 事務機器操作●オペレーター(パソコン、ＯＡ機器、ＤＴＰ） － 
 機械操作●機械操作技能者（金属プレス、製薬、製パン）、ＩＣ生産オペレーター － 
 手工技能●歯科技工士、調理師、ガラス工芸家、和菓子職人 － 
 
 
 動植物の採取・飼育・栽培●稲作・果樹栽培者、漁師、酪農・養鶏スタッフ － 
 加工・組立●各種加工・組立技能者（パソコン、自動車、家具）、金属加工技能者 － 
 切削加工・造形●金属加工技能者（旋盤・フライス盤、金型）、自動車・航空整備士 － 
 据付機関・建設機械の運転●建設・土木機械オペレーター(クレーン、ブルドーザー） － 
 車両等の運転●運転者（タクシー、バス、貨物自動車）、電車運転士 － 
 理容・美容●美容師、ネイルアーティスト、着付師（きもの）、エステティシャン － 

■ Ｇ
知的能力
状況を分析判断する。
工夫したり、新しいアイ
デアを出す。 

■ Ｖ
言語能力
文章を読み書きする。
言葉で伝達したり、説
明を理解する。

 

■ Ｎ
数理能力
各種計算、集計作業、数
量管理・分析、金銭管理
などを行う。 

■ Ｑ
書記的知覚
印刷物の校正、帳票の
記載やチェック、表の作
成作業などを行う。 

■ Ｓ
空間判断力
設計図を理解したり作
成する。造形的な作業
を行う。 

■ Ｐ
形態知覚
裁断、切断、切削、貼付
け、接合、組立などの作
業を行う。 

■ Ｋ
運動共応
キーボードの操作、す
ばやい繰り返し作業を
行う。 

■ Ｆ
指先の器用さ
精密作業、小さい物を指
先で取扱う作業を行う。 
■ Ｍ
手腕の器用さ
ハンドルやレバーを操
作する作業、道具を巧
みに扱う作業を行う。 

能　力 能力と関係の深い職業分野○具体的な職業例 職業分野に関連する主な進路

「－」は、学部にあまり関連がない職業分野

あなたの得点の高い能力１位～３位の ■ 欄にチェックを入れ、「具体的な職業例」や「職業分野に関連する主な進路 ( 学問）」欄を
見ましょう。そして、関心のある職業や気になる職業にマーカーで印をつけるか丸で囲み、仕事の内容などを調べましょう。

371013-007-20-04

具体的な職業
例が記載され
ており、ワー
クに活用でき
る。

▼ ▼
「結果の見方・生かし方」には、上記よりも多くの職業
例が記載されているので、そちらを実施してもよい。

ワークを通して自分の能力特徴の理解を深め、得意な
能力を生かせそうな具体的な職業を検討する。

▼

ワークシート「結果の見方・生かし方」を使用　 p.10へ
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■ワークシート「結果の見方・生かし方」（別途購入可。判定サービスをご依頼の場合、無料提供）		

当会では、GATBの結果をもとに、被検者が将来の職業選択を自分自身のこととして捉えられるようにワークシート「結
果の見方・生かし方」を用意しています。検査の結果で高く示された適性能を生かすことのできる職業にはどういうも
のがあるか、その可能性を知り、成功しやすい職業を発見することができます。
ワークは１から４まであり、被検者が自身でワークを行うことで、自己理解の促進につながり、適職探索の一助とな
ります。

「結果の見方・生かし方」には、所要適性能基準の記載のない「中学・高校生用」（プラスコース対応、ベーシックコース
対応の２種類あり）と、所要適性能基準の記載のある「大学生・社会人版」があります。

例）　中学・高校生用（ベーシックコース）　W
ワ ー ク

ORK２				 

 主な職業の例）
　

ワークシート「結果の見方・生かし方」を活用し、能力と職業について詳しく検討する

「適性職業群」に該当する具体的な  職業名  が記載されています

職業（探索）
領域 適性職業群

適性能
主な職業の例 VRT

職業興味領域認知 知覚 運動
１．
自然相手の
職業

（１）動植物の採取、
飼育、栽培の仕事 Ｍ Ｒ

（２）動物の調教 ･ 管
理、水産養殖およ
び園芸の仕事

G 
V Ｒ・Ｅ

２．
工場でのワー
クや機械を
使う製造職

（運搬､加工、
組立など比
較的簡単な
内容）

（３）身体作業主体の
仕事 Ｋ

Ｍ Ｒ

（４）手腕作業主体の
仕事 Ｐ Ｍ Ｒ・Ｃ

（５）機械操作の仕事 Ｋ
Ｆ
Ｍ

Ｒ

（６）加工、組立の仕
事 Ｐ Ｋ

Ｍ Ｒ・Ｉ

３．
熟練技能の
職業

（７）建設、設備工事
の仕事

Ｓ
Ｐ Ｍ Ｒ・Ａ

（８）切削加工、造形
の仕事

Ｓ
Ｐ Ｍ Ｒ・Ｉ

（９）手工技能の仕事
Ｓ
Ｐ Ｆ Ｒ・Ａ

（10）製図および関連
の仕事 Ｎ Ｓ

Ｐ Ｒ・Ａ

４．
機 械 ･ 装 置
の技術保守
の職業

（11）機械、装置の運
転看視の仕事

Ｇ
Ｑ Ｍ Ｒ・Ｉ

（12）電気設備、機械
設備の保守管理の
仕事

Ｇ
Ｑ Ｍ Ｒ・Ｃ

５．
運転や操縦
の職業

（13）据付機関、建設
機械の運転の仕事

Ｓ
Ｐ Ｍ Ｒ

（14）車両等の運転の
仕事

Ｇ
Ｑ Ｍ Ｒ・Ｓ

（15）航空機 ､船舶の
操縦の仕事

Ｇ
Ｎ Ｓ Ｉ・Ｒ

６．
工学、技術の
職業（分析、
開発研究）

（16）測定、分析の仕
事 Ｎ Ｓ

Ｐ Ｉ・Ｒ

（17）工学、技術の開
発応用の仕事 Ｇ

Ｎ Ｓ Ｉ・Ｒ

3

　「結果票 2／ 2」には、照合結果欄に「Ｈ」「ｍ」「Ｌ」が表示されています。これは、この検査で定められた適性
能基準との比較結果です。しかし、あくまでも標準的なものであり、仕事の内容によって柔軟に考えることもで
きます。このWORK２では「基準との比較」という視点ではなく、「あなたの優れた適性能を生かす」という視点から、
職業について考えてみましょう。
１．「結果票１／２」の順位を見て、適性職業群一覧表（表２）の「適性能」欄の記号Ｇ～Ｍのうち、上位３位
までの記号を○で囲みましょう。器具検査を実施していない場合は、FとＭはすべて○で囲みましょう。
２．「適性能」欄に１つでも○がついていたら、左側にある適性職業群の　欄にチェックをつけましょう。
３ ． をつけた適性職業群の「主な職業の例」の中から興味や関心のある職業を書き出し、関心の高いも
のから順位をつけましょう。

＊職業レディネス・テスト（VRT）を受けた人は、「VRT職業興味領域」欄の記号のうち、「職業興味（Ａ
検査）」の上位３つと同じアルファベットに○をつけましょう。

適性を生かす職業を知ろう

順位 職　業　名 順位 職　業　名 順位 職　業　名

表 2  適性職業群一覧表
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職業（探索）
領域 適性職業群

適性能
主な職業の例 VRT

職業興味領域認知 知覚 運動
７．
学術研究、
医療、法律、
財務など専
門の職業

（18）自然科学系の研
究の仕事

Ｇ
Ｎ Ｓ Ｉ・Ｒ

（19）診断 ､治療の仕
事

Ｇ
Ｎ Ｓ Ｉ・Ｓ

（20）人文科学系の研
究の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｎ

Ｉ・Ａ

（21）法務、財務等の
仕事

Ｇ
Ｖ
Ｎ

Ｓ・Ｉ

８．
教育関係の
職業

（22）教習、訓練、指
導の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｑ

Ｓ・Ｅ

（23）教育、指導の仕
事

Ｇ
Ｖ
Ｑ

Ｓ・Ａ

９．
コミュニケー
ション、デザ
イン、マスコミ
の職業

（24）デザイン､ 写真
の仕事 Ｓ

Ｐ Ａ・Ｒ

（25）通信の仕事 Ｇ
Ｑ Ｋ Ｒ・Ｉ

（26）著述 ､編集 ､報
道の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｑ

Ａ・Ｅ

10．
社会福祉、
医療、介護、
カウンセリ
ング関係の
職業

（27）介護サービスの
仕事 Ｇ Ｍ Ｓ・Ｃ

（28）養護、看護、保
健医療の仕事 Ｇ

Ｑ Ｍ Ｓ・Ｒ

（29）相談助言の仕事
Ｇ
Ｖ
Ｎ

Ｓ・Ｉ

11．
販売、営業、
サービス、
接客の職業

（30）販売の仕事
Ｇ
Ｎ
Ｑ

Ｅ・Ｓ

（31）理容 ､美容の仕
事

Ｓ
Ｐ Ｍ Ａ・Ｓ

（32）個人サービスの
仕事 Ｇ

Ｑ Ｓ・Ｅ

（33）専門技術的な販
売の仕事 Ｇ

Ｎ Ｓ Ｅ・Ｒ

12．
警備､公安、
保安の職業

（34）警備 ､巡視の仕
事

Ｇ
Ｑ Ｃ・Ｒ

（35）警察 ､保安の仕
事

Ｇ
Ｑ Ｍ Ｓ・Ｃ

13．
オフィスワー
ク、企業サー
ビス関係の
職業

（36）簡易事務の仕事
Ｑ Ｋ Ｃ・Ｒ

（37）事務機器操作の
仕事

Ｇ
Ｑ Ｋ Ｃ・Ｒ

（38）一般事務の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｑ

Ｃ・Ｓ

（39）経理、会計の仕
事

Ｇ
Ｎ
Ｑ

Ｃ・Ｉ

（40）専門企画の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｎ

Ｅ・Ｉ

　分類外の職業
Ａ・Ｅ

発行所　一般社団法人 雇用問題研究会
〒 103-0002　東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル２階　電話 03-5651-7071　FAX 03-5651-7077

（371012-002-23-04d）

禁無断転載
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職業（探索）
領域 適性職業群

適性能
主な職業の例 VRT

職業興味領域認知 知覚 運動
７．
学術研究、
医療、法律、
財務など専
門の職業

（18）自然科学系の研
究の仕事

Ｇ
Ｎ Ｓ

大学教員・研究者（数学、化学、物理学、医学、電子工学、農学、生
物学、病理学、地震学、宇宙工学、メカトロニクス）、気象予報士 Ｉ・Ｒ

（19）診断 ､治療の仕
事

Ｇ
Ｎ Ｓ

医師（内科、外科、小児科、産婦人科、整形外科、耳鼻咽喉科、皮膚科、
眼科、精神科）、歯科医師、獣医師、船医 Ｉ・Ｓ

（20）人文科学系の研
究の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｎ

大学教員・研究者（法律学、政治学、経済学、人類学、教育学、心理学、
社会学、福祉学、文学、歴史学、哲学、国際関係学） Ｉ・Ａ

（21）法務、財務等の
仕事

Ｇ
Ｖ
Ｎ

裁判官、弁護士、検察官、外交官、公認会計士、税理士、弁理士、司法
書士 Ｓ・Ｉ

８．
教育関係の
職業

（22）教習、訓練、指
導の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｑ

インストラクター（ＯＡ、スポーツ、アウトドア）、専修学校教師
（情報、ビジネス、英会話、日本語、音楽、デザイン）、予備校・塾
教師、指導員（職業訓練、自動車教習）、司書、児童厚生員

Ｓ・Ｅ

（23）教育、指導の仕
事

Ｇ
Ｖ
Ｑ

教員（幼稚園、小・中・高等学校、特別支援学校）、社会教育主事、学
芸員 Ｓ・Ａ

９．
コミュニケー
ション、デザ
イン、マスコミ
の職業

（24）デザイン､ 写真
の仕事 Ｓ

Ｐ

デザイナー（工業、商業、ファッション、ＣＧグラフィック、インテリ
ア、ブック）、イラストレーター、アニメーター、WEB クリエーター、
看板制作者、カメラマン、写真・映像処理オペレーター

Ａ・Ｒ

（25）通信の仕事 Ｇ
Ｑ Ｋ

通信士（航空・陸上・船舶）、航空管制官、テレビ・ラジオ放送技術者、
レーダー操作技術員 Ｒ・Ｉ

（26）著述 ､編集 ､報
道の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｑ

記者（新聞、雑誌、放送）、海外特派員、編集者、シナリオライター、
コピーライター、トラベルライター、アナウンサー、放送ディレクター、
通訳、翻訳者、ニュース解説者

Ａ・Ｅ

10．
社会福祉、
医療、介護、
カウンセリ
ング関係の
職業

（27）介護サービスの
仕事 Ｇ Ｍ

ホームヘルパー（老人、病人、障害者）、介護福祉士、社会福祉施設介
護職員、訪問介護員、在宅ケアワーカー、看護助手 Ｓ・Ｃ

（28）養護、看護、保
健医療の仕事 Ｇ

Ｑ Ｍ
保育士、社会福祉施設指導員、看護師、保健師、薬剤師、栄養士、助
産師、歯科衛生士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、視能訓練士、
あんまマッサージ指圧師、はり師・灸師、柔道整復師、臨床工学技士

Ｓ・Ｒ

（29）相談助言の仕事
Ｇ
Ｖ
Ｎ

ソーシャルワーカー（医療、精神医学〈PSW〉、リハビリテーション、
福祉）、福祉事務所ケースワーカー、介護支援専門員〈ケアマネージャー〉、
臨床心理士、スクールカウンセラー、児童相談員、産業カウンセラー、
キャリア・コンサルタント、家庭裁判所調査官、遺伝カウンセラー

Ｓ・Ｉ

11．
販売、営業、
サービス、
接客の職業

（30）販売の仕事
Ｇ
Ｎ
Ｑ

販売員（デパート、スーパー、コンビニエンスストア）、専門店販売員
（書籍、電気製品、日曜大工用品〈DIY〉、楽器、玩具、スポーツ用
品、靴、花、ベーカリー、自動車、眼鏡、ファッション商品、化粧品、
ペットショップ）、八百屋、魚屋、肉屋、各種営業員（印刷、住宅・不
動産、商社）、生命保険外交員、レジ係

Ｅ・Ｓ

（31）理容 ､美容の仕
事

Ｓ
Ｐ Ｍ

理容師、美容師、スタイリスト、エステティシャン、メイクアップアー
ティスト、ネイルアーティスト、アロマセラピスト、着付師（きもの） Ａ・Ｓ

（32）個人サービスの
仕事 Ｇ

Ｑ

ウェイター・ウェイトレス、バーテンダー、ホテル客室係、キャビンア
テンダント、車掌、観光バスガイド、キャディ、コンパニオン、遊園地
スタッフ

Ｓ・Ｅ

（33）専門技術的な販
売の仕事 Ｇ

Ｎ Ｓ
医薬品情報担当者〈MR〉、カスタマーエンジニア、セールスエンジニア、
ピアノ調律師、インテリアコーディネーター、通信・情報システム営
業員

Ｅ・Ｒ

12．
警備､公安、
保安の職業

（34）警備 ､巡視の仕
事

Ｇ
Ｑ

ガードマン（建築現場、交通整理、イベント会場）、警備員、駐車場管
理人、マンション管理人 Ｃ・Ｒ

（35）警察 ､保安の仕
事

Ｇ
Ｑ Ｍ

自衛官、警察官、海上保安官、消防官、入国警備官、麻薬取締官、刑
務官 Ｓ・Ｃ

13．
オフィスワー
ク、企業サー
ビス関係の
職業

（36）簡易事務の仕事
Ｑ Ｋ

郵便配達員、郵政外務員、新聞配達員、宅配配達員、事務補助員（ファ
イリング、伝票整理、パソコン入力など） Ｃ・Ｒ

（37）事務機器操作の
仕事

Ｇ
Ｑ Ｋ

パソコンオペレーター、OA 機器オペレーター、DTP オペレーター、
コールセンターオペレーター Ｃ・Ｒ

（38）一般事務の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｑ

一般事務員、人事係事務員、教育・研修事務員、生産管理事務員、広
報事務員、倉庫事務員、商品管理事務員、営業事務員、貿易事務員、
損害査定事務員、行政事務員（国、県市町村）、学校事務員、医療事務員、
秘書、速記者、受付係、商品管理係、空港旅客係〈グランドスタッフ〉、
旅行会社カウンター係、ツアーコンダクター、ホテルフロント係、芸
能マネージャー

Ｃ・Ｓ

（39）経理、会計の仕
事

Ｇ
Ｎ
Ｑ

経理事務員、会計事務員、原価計算事務員、銀行窓口事務員〈テラー〉、
物品購買事務員 Ｃ・Ｉ

（40）専門企画の仕事

Ｇ
Ｖ
Ｎ

アクチュアリー、ファイナンシャルプランナー、社会保険労務士、中
小企業診断士、経営コンサルタント、行政書士、マーケティング・リ
サーチャー、商品開発担当者、バイヤー〈仕入係〉、イベントプランナー、
消費生活アドバイザー〈ヒーブ〉、ディスパッチャー、鉄道運転計画・
運行管理員、通関士、証券アナリスト、証券外務員、ディーラー、プ
ログラマー

Ｅ・Ｉ

　分類外の職業 ミュージシャン、俳優、声優、プロスポーツ選手、作家、漫画家
Ａ・Ｅ

発行所　一般社団法人 雇用問題研究会
〒 103-0002　東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル２階　電話 03-5651-7071　FAX 03-5651-7077

（371012-002-23-04d）

禁無断転載
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Q

�

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
実
施
の
た
め
の
、
手
引
書
は
あ
り
ま
す
か
？

　

は
い
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
適
切
に
ご
実
施
い
た
だ
く
た
め
に
、
必
ず「
手
引
」を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
「
手
引
」の
内
容
等
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

内　

容
検
査
の
概
要
／
検
査
の
実
施
方
法
／
結
果
の
整

理
法
／
結
果
の
意
味
と
解
釈
／
検
査
の
活
用
／

本
検
査
の
沿
革
と
改
訂
の
経
緯

別　

表

■ 

Ⅰ
換
算
表

　

�

中
学
生
用
と
、
高
校
生
以
上
用
の
２
種
類
の
換

算
表
を
掲
載

■ 

Ⅱ
職
業（
探
索
）領
域
・
適
性
職
業
群

　

�

職
業（
探
索
）
領
域
別
適
性
職
業
群
一
覧
表
、

13
の
領
域
の
説
明
、
40
の
適
性
職
業
群
に
該
当

す
る
職
業
例
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

附　

属

■ 

検
査
実
施
者
用
検
査
用
紙

　
�

検
査
の
実
施
手
順
、
注
意
事
項
お
よ
び
練
習
問

題
の
正
答
を
赤
字
で
印
刷
。
実
施
者
の
方
が
検

査
実
施
の
際
に
用
い
ま
す
。

■ 

採
点
盤

　

�「
手
引
」
の
正
答
表
ま
た
は「
採
点
盤
」
を
用
い

て
、
学
校（
職
業
訓
練
機
関
・
就
労
支
援
機
関
）

等
で
独
自
に
採
点
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

「職業調べ」をする 						    
						    

ワークの結果、関心のある職業について調べ、進路や職業を選ぶときのヒントとして活用できます。元々希望してい
る職業がある場合は、それも併せて調べます。					   
希望している職業があり、GATBの得点が所要適性能基準に達していなかったとしても、それだけであきらめる必要
はありません。なりたい職業に、GATBで判明した得意な能力が生かせそうな職業をプラスし、選択肢を広げて職業
について調べ、あらためて将来の進路について考えていくことが大切です。				  

										        
■ 調べる内容…仕事内容、必要な能力や資格、どうしたらなれるのか、やりがい、大変なことなど		
■ 調べる方法…Webサイト、社会人の話、本、テレビ番組など
	 ※　本誌連載記事「しごとインタビュー」も参考にしていただけます。	
		

進路選択にあたり、能力は1つの大きな手がかりになりますが、最終的には本人自身の興味・性格・価値観など、総合
的に検討することが重要です。

個別面談
進路相談などの個別面談で、GATBの結果を参考にして話し合うこともできます。
本人がどのように結果を理解しているかを把握し、曲解・誤解をしないよう注意しましょう。希望していることや興味・
性格・価値観等を幅広く考え併せながら、自ら進路選択していけるようサポートします。

編著者●厚生労働省職業安定局

B5判／ 153ページ
定価 1,210円（税込）

厚生労働省編一般職業適性検査　手引
　　改訂2版進路指導・職業指導用
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Ｈ・ｍ・Ｌ判定の方法
GATBでは、40の職業群について所要適性能基準（その職業を遂行するうえで求められる適性能の種類と水準）が設
定されています。その基準と、被検者の得点を照合し、「H・m・L」判定を行います。
　※　「Ｈ・ｍ・Ｌ」については、 p. ９ （ベーシックコース内）を参照。				    　

■照合の具体的なやり方
被検者の適性能得点、適性能加算得点（ｐ.8の注１参照）と、各職業群の所要適性能基準を照合します。
照合結果は、各適性能が基準以上であれば「○」、基準未満であれば「×」とします。

例）　雇用修一さんは、「販売」、「理容・美容」、「教育・訓練・指導」の３つの仕事を希望している。

「販売」の仕事 「理容・美容」の仕事 「�教育・訓練・指導」の仕事
必要とされる適性能 G N Q S P M G V Q

所要適性能基準 75 75 75 75 75 75 100 100 100

雇用修一さんの適性能得点 88 103 99 74 75 95 88 115 99

適性能得点での照合結果 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ×
適性能得点がすべての基
準を満たしている。

適性能得点に、基準未満の適性能がひとつでもある。

「H」判定 次に、適性能加算得点で照合

うまくやっていける可能
性が高い。

必要とされる適性能 S P M G V Q

所要適性能基準 75 75 75 100 100 100

雇用修一さんの適性能加算得点 84 85 107 96 123 107

適性能加算得点での照合結果 ○ ○ ○ × ○ ○
適性能得点に加算点を加
えれば、すべての基準を
満たしている。

適性能得点に加算点を加
えても基準未満の適性能
がひとつでもある。

「ｍ」判定 「Ｌ」判定

努力しだいでうまくやっ
ていける可能性が高い。

うまくやっていくために
は、かなりの努力が必要。

■ 雇用修一さんのGATBの結果より

適性能 G V N Q S P K F M

雇用修一さんの適性能得点 88 115 103 99 74 75 91 86 95

　　　〃　　　適性能加算得点 96 123 111 107 84 85 101 98 107

初めに、「適性職業群」から選択した「3つの仕事」の所要適性能基準と、雇用修一さんの適性能得点を照合

▼ ▼ ▼

なお、器具検査を実施していない場合は、
適性能「F」「M」の基準をすべて満たして
いるとみなします。
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専門技術的な販売の仕事

112 101 98Aさんの

125  87   131
Bさんの

109  99 99
Cさんの

 90  85 88Dさんの

ひとつの
適性能が

基準点未満

すべての
適性能が

基準点未満

「Ｌ」
判定

110 100 100
Ｓが２点不足している
だけなので、「ｍ」に
あと一歩の「L」。

Nが基準点未満だが、
ＧとＳが基準よりかな
り得点が高いので、そ
の得意な能力で補って
仕事が遂行できそうか
どうかを検討する。

すべての適性能が 1 点
ずつ不足しているだけ
なので、「ｍ」にあと
一歩の「L」。

所要適性能基準を満た
していない注2。

同じＬ判定でも、様々なケースがある

▼
▼
▼

N SG

適性能加算得点

適性能加算得点

適性能加算得点

適性能加算得点

L判定ということだけで、希望の職業を
あきらめる必要はない。

注２：��同一職種名でも数段階のレベルの高低があるものなので、その職業で仕事ができないという意味ではない。

同じ「Ｌ」判定でも様々なケースがあります。希望の職業が「Ｌ」判定の場合や、すべての（または多くの）適性職業群
で「Ｌ」判定の場合は、次例のような見方で適職を考慮していくとよいでしょう。

									         　
希望職種がある場合の例）

Ａ、B、C、Ｄさんは、「セールスエンジニア」や「旅行営業員」の仕事を希望している。
いずれの仕事も「専門技術的な販売の仕事」に該当する。

「専門技術的な販売の仕事」の所要適性能基準は、Ｇ110　Ｎ100　S100 であり、Ａさん～Ｄさんの適性能加算
得点を照合すると、以下の図のようになる。

「Ｌ」判定の詳細な見方・考え方応用編

希望職業がある場合は、その具体的な仕事内容と適性能を合わせて検討します。
また、GATBで測定していない側面についても検討します。
希望する職業にどの程度の熱意があるのか、能力面の弱さをどうカバーするか、
求人状況等、就職のチャンスが多いかどうか等を考慮することによって、より現
実的な選択が可能になるでしょう。

▼
▼
▼
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■ 購入について

Q 　注文してから用紙が届くまで、何日くらいかかりますか？

通常、午前中にご注文いただければ翌営業日、午後の場合、翌々営業日の発送となります。郵便、宅配便
等による配送の日数を要しますので、実施日までできるだけ余裕をもってご注文ください。

	
Q 　何部から購入できますか？	

１部からご購入いただけます（※）。

Q 　代金はどのように支払えばよいですか？

商品とともにお送りする請求書に記載された、銀行口座にお振込みください（※）。

※　個人購入の場合は条件が異なりますので、別途お問い合わせください。

■ GATBの実施にあたって

Q 　適性職業群とは何ですか？

職業ごとに、その職業に従事するうえで要求される適性能の種類と必要とされるレベルを分析し、同
じ適性能の種類とレベルをもったパターンをグループ化して作成したものが、適性職業群（OAP：
Occupational　Aptitude　Patterns）です。現行版では職業に対する興味類型を考慮して設定された
13の職業（探索）領域に、40の適性職業群を位置づけています。

（「職業（探索）領域別適性職業群一覧表」は、「手引」p.121、「GATB　Q&A集」p.15参照）

Q 　適性があると、成功するのですか？	

適性はあくまで統計的な確率に基づいて推測したものです。したがって、成功する確率は高いですが、成
功しないこともあり得ます。適性は能力だけでなく、興味・性格・価値観などを多面的に把握して予測し
ていくことが必要です。

		

Q 　GATBで測定する職務遂行に必要とされる能力とは、どのような職業を対象としているのですか？

GATBのＧ、Generalという単語は「一般的な」とか「普通の」という意味があります。つまりGATBは、
一般的な職業、企業内等のほとんどの職業を対象としています。ただし、プロスポーツ選手や小説家、画
家、音楽家といった身体運動能力や創造的な活動等が求められる職業は、対象外となります。

GATBに関する Q＆A

GATBをより詳しく理解して実施するために、様々な質問を取りまとめた　「　　 」集　 次ページへ

▼
▼

GATBの導入並びに実施にあたり、よくあるご質問をいくつかご紹介します。
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キャリア教育、キャリアコンサルティングの現場で
GATBを活用するために

GATBに関する基本的な質問や疑問に対して、専門家による解説をＱ＆
Ａ形式で簡明にまとめた、実施・活用にあたっての実用的なハンドブック。
正しい理解と適切な実施により、キャリア・ガイダンス、キャリアコンサ
ルティングにGATBをいっそう効果的に活用できます。

厚生労働省編一般職業適性検査 Q＆A集
進路指導・職業指導用

■主な内容

初級編
●GATBの構成と特徴

適性能とは何ですか／換算の意味は何ですか／基準点は
どのように決めるのですか／適性能得点は年齢によって
変化しますか／練習すれば適性能得点は上がりますか／
GATBの信頼性とは何ですか。また、信頼性はどの程度
ですか　ほか

●受検者の特徴と留意点
回答傾向と結果とは関係がありますか／スピード検査で
あることの影響は何ですか。また、受検者の性格傾向が
検査結果に影響することはありますか／緊張する人には
どうすればよいですか／進学希望者にとってGATBはど
んな効果が期待できますか／肢体不自由者に実施すると
きの留意点はありますか　ほか

●検査実施者としての心得
検査時間を間違えたら、どう対処すればよいですか／紙
筆検査の時間測定ミスを防ぐ方法はありますか／受検者
に自己採点や判定をさせてもよいですか　ほか

●解釈・応用に関するもの
粗点から換算点を算出するとき、適性能得点がマイナス
になる場合があるのはなぜですか／ GATBは知能検査の
代わりになりますか／Ｇ性能は特別な性能なのでしょう
か／適性能得点Ｇ～Ｋを合計して解釈することに意味が
ありますか／特徴のない適性能プロフィールが出た場合、
どう解釈したらよいですか／ある一つの適性能の得点が
極端に低い場合、解釈の留意点は何ですか／本人の希望
職業領域とGATBの結果が食い違ったときの指導助言は、
どうしたらよいですか／Ｌ評価ばかりの人への対応は、
どうしたらよいですか　ほか

中級編
●定義に関するもの

GATB以外の適性の定義には、どんなものがありますか
／認知・知覚・運動タイプとは何ですか　ほか

●実施・採点に関するもの
精神的な問題を抱えた人に実施をしてもよいのですか／
発達障害の人に実施する場合に留意すべきことは何です
か／学校で実施するときの効果的な実施時期はあります
か／学校や相談機関に適性検査をうまく導入する方法は
ありますか　ほか

●解釈・応用に関するもの
手引の適性職業群にない職業の適性能や基準点の決め方
はどのようにするのですか／プロフィールに極端な落差が
あった場合の評価や対応の方法はありますか／ＮやＳ性能
は所要適性能基準に達しているがＧ性能が達していなかっ
たため、希望していたＧＮＳの適性職業群（航空機、船舶
の操縦等）はＬになった場合、どのように解釈すればよい
ですか／長期にわたってある職種を経験してきた者に、Ｌ
評価が出たときの指導助言はどうしたらよいですか　ほか

資料１　適性能得点について
資料２　クラス全員の一覧表（例）
資料３　�職業レディネス･テスト（VRT）とは
資料４　VPI職業興味検査とは
資料５　年齢段階別資料

●職業適性検査研究会　委員（五十音順）

　伊東眞行／金屋光彦／木村　周／佐柳　武
　城　哲也／本間啓二／松本純平／山本公子

職業適性検査研究会●編

B5判／ 92ページ
ISBN 978ー4ー87563ー854ー4

定価 880円（税込）

関連図書
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進路指導における
厚生労働省編一般職業適性検査の活用

武蔵野星城高等学校

　進路指導主事　中村友子

活用事例

本
校
は
、
埼
玉
県
越
谷
市
に
所
在
し
、
今

年
で
創
立
23
年
目
を
迎
え
る
私
立
の
通
信

制
高
等
学
校
で
あ
る
。
全
日
制
と
同
様
に
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
５
日
間
登
校
す
る
登
校

コ
ー
ス
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ポ
ー
ト
や
放
送

視
聴
を
活
用
し
て
、
月
２
回
程
度
の
登
校

で
卒
業
を
目
指
す
一
般
コ
ー
ス
の
２
つ
の

コ
ー
ス
を
併
設
し
、
在
籍
者
数
は
合
わ
せ
て

４
３
０
名（
令
和
６
年
３
月
現
在
）で
あ
る
。

在
籍
し
て
い
る
生
徒
に
は
、
中
学
校
時
代

に
不
登
校
経
験
が
あ
っ
た
り
、
勉
強
に
苦
手

意
識
を
持
っ
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
。
そ

こ
で
近
年
は
学
校
を
挙
げ
て
学
力
向
上
に
努

め
、
実
用
英
語
技
能
検
定
の
上
位
級（
準
１

級
他
）
に
合
格
す
る
生
徒
や
現
役
で
国
公
立

大
学
に
合
格
す
る
生
徒
も
現
れ
、
着
実
に
進

路
実
績
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
就
職

希
望
者
へ
の
指
導
に
も
同
様
に
重
点
が
置
か

れ
、
令
和
５
年
度
は
就
職
希
望
者
の
進
路
決

定
率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

本
校
の
進
路
指
導
は
、
本
校
独
自
の「
進

路
の
手
引
き
」
に
基
づ
き
、
学
年
ご
と
の
具

体
的
な
進
路
指
導
目
標
を
設
定
し
、
１
年
次

か
ら
計
画
的
か
つ
段
階
的
な
指
導
を
実
践
し

て
い
る
。

主
に
定
期
的
な
進
路
Ｌ
Ｈ
Ｒ
や
進
路
行
事

で
の
職
業
体
験
、
進
路
講
演
会
や
大
学
・
専

門
学
校
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
手
帳
を
全
生
徒
に
配
付

し
、
こ
れ
を
活
用
し
て
自
己
管
理
能
力
の
育

成
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、新
聞
を
活
用
し
、

社
会
の
情
勢
や
変
化
を
読
み
解
く
能
力
を
育

成
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
の
導
入
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
３
年
間
継
続
し
て
実
践
す
る

こ
と
で
体
系
的
な
進
路
指
導
を
目
指
し
て
い

る
。そ

し
て
、「
厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適

性
検
査　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
」
を
生
徒
の
希
望
進
路

に
か
か
わ
ら
ず
、
２
年
次
の
４
月
、
全
生
徒

を
対
象
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
生
徒

が
自
身
の
進
路
目
標
に
対
し
て
、
糸
口
が
掴

め
な
い
状
態
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
で
き
る

限
り
早
い
時
期
に
自
分
自
身
を
理
解
し
、
適

性
を
知
る
こ
と
で
将
来
の
た
め
の
準
備
を
始

め
る
動
機
付
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意

図
で
始
め
た
。
ま
た
、
進
学
を
希
望
し
て
い

る
生
徒
も
、
数
年
後
に
は
就
職
活
動
を
控
え

て
お
り
、
希
望
先
と
自
身
の
適
性
に
つ
い
て

心
配
す
る
生
徒
も
お
り
、
そ
の
不
安
を
解
消

す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
結
果
は
、
主
に
三
者
面
談
を

通
し
て
、
保
護
者
と
も
共
有
し
、
保
護
者
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
進
路
希
望

が
未
定
の
生
徒
に
向
け
て
の
判
断
材
料
と
し

て
活
用
し
た
り
、
希
望
す
る
進
学
先
が
決
定

し
て
い
る
生
徒
で
あ
っ
て
も
、
自
身
の
適
性

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
将
来
的
な
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
に

活
用
し
て
い
る
。

生
徒
と
保
護
者
の
反
応
と
し
て
、
客
観
的

な
自
分
の
検
査
結
果
か
ら
、
希
望
す
る
進
路

実
現
に
向
け
て
自
信
を
持
っ
た
り
、
自
身
の

進
路
を
再
考
し
た
り
と
様
々
で
あ
る
。
た
だ

し
、
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

は
生
徒
、
保
護
者
が
将
来
の
展
望
を
思
い
描

く
き
っ
か
け
や
判
断
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

筆
記
に
よ
る
検
査
で
は
あ
る
が
、
そ
の
結
果

に
は
一
定
の
説
得
力
が
あ
り
、
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

様
々
な
観
点
に
基
づ
き
、
熟
考
を
重
ね
た

上
で
実
現
を
果
た
し
た
進
路
先
で
あ
っ
て

も
、
早
期
退
職
や
途
中
退
学
と
な
る
ケ
ー
ス

は
存
在
し
て
い
る
。
今
後
は
、
様
々
な
社
会

の
変
化
と
と
も
に
、
職
業
観
も
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
で
き

る
限
り
そ
の
生
徒
の
適
性
に
合
致
し
た
進
路

へ
導
い
て
い
く
こ
と
が
、
本
校
の
今
後
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　

武蔵野星城高等学校は、学校法人小池学園が設置・運営。
建学の精神は、「以

い

愛
あい

為
い

人
じん

（愛
あい

を以
も

て人
ひと

と為
な

す）」。この建
学の精神の下、単位制による通信制課程であることを特
長とする独自の教育カリキュラムを編成し、教育実践を
通じて、生徒たちが有意義な充実した学校生活を過ごせ
るように努めている。

（所在地：埼玉県越谷市新越谷 2 ー18 ー6）

GATBの実施風景

●武蔵野星城高等学校
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キャリア支援に欠かせない基礎資料としての 
“厚生労働省編一般職業適性検査”

かしわ地域若者サポートステーション

　総括コーディネーター　林　真理

活用事例

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
学
生
を
除
く
15
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
無
業
の
方
を
対
象
と

し
た
就
労
支
援
機
関
で
す
。
不
登

校
や
中
退
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で

社
会
経
験
の
な
い
若
年
層
か
ら
高

学
歴
で
職
業
人
経
験
の
あ
る
人
や

就
職
氷
河
期
世
代
に
至
る
ま
で
、

利
用
者
の
目
標
や
ス
キ
ル
、
キ
ャ

リ
ア
が
幅
広
い
の
が
特
徴
で
す
。

共
通
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
就
職

や
転
職
に
自
信
が
も
て
ず
相
談
に
来
ら
れ
る

こ
と
。
自
分
に
向
い
て
い
る
仕
事
、
や
り
た

い
仕
事
が
わ
か
ら
な
い
、仕
事
が
続
か
な
い
、

知
識
、
経
験
、
ス
キ
ル
、
体
力
等
が
足
り
な

い
と
い
っ
た「
働
く
こ
と
の
悩
み
」
に
つ
い

て
個
別
相
談
や
就
労
後
の
定
着
支
援
を
通
じ

て
職
業
的
な
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
就
活

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
企
業
説
明
会
や

職
場
見
学
・
体
験
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

ス
ト
レ
ス
対
処
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
Ｐ
Ｃ

関
連
）な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

マ
ッ
チ
ン
グ
の
基
礎
資
料
に

か
し
わ
サ
ポ
ス
テ
で
は
客
観
的
指
標
を
用

い
て
適
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
２
０
１
１
年

に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
導
入
し
、
現
在
ま
で
に
２
千

人
以
上
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
ホ
ラ
ン
ド
の

適
職
診
断（
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
も
組
み
合
わ

せ
て
登
録
者
全
員
を
対
象
に
随
時
実
施
、
ま

た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談
で
も
月
２
回

希
望
者
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
結
果
は
個
別
面
談
で
１
時
間
か
け
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
対
象
者
が
自

分
の
得
意
不
得
意
を

客
観
的
に
理
解
し
、

キ
ャ
リ
ア
相
談
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精

度
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

「
結
果
の
見
方
・
生
か
し
方
」の
生
か
し
方

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
比
較
的
安
価
で
特
別
な
訓
練

を
受
け
ず
に
実
施
で
き
る
、
使
い
勝
手
の
良

い
ツ
ー
ル
で
す
が
、
検
査
後
も
、
支
援
者
と

し
て
関
わ
る
ほ
ど
ま
た
多
く
の
ケ
ー
ス
を
経

験
す
る
ほ
ど
理
解
が
深
ま
り
、
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
職
業
経
験
が
な
い
若
年
層
は
漠

然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
仕
事
を
選
択
し
が

ち
で
す
。「
結
果
の
見
方
・
生
か
し
方
」
の
職

業
群
一
覧
表
を
用
い
て
具
体
的
な
仕
事
の
内

容
、
必
要
な
能
力
・
ス
キ
ル
、
や
り
が
い
や

難
し
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
が
合
わ
ず
離
職
に
至
っ
た
人

に
は
苦
手
な
作
業
と
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
結
果
を
す

り
合
わ
せ
、
課
題
を
話
し
合
っ
た
上
で
適
応

し
や
す
い
職
種
や
作
業
内
容
・
環
境
を
助
言

し
ま
す
。
さ
ら
に
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
組
み
合

わ
せ
て
能
力
面
だ
け
で
な
く
、
仕
事
へ
の
興

味
や
面
白
さ
と
い
っ
た
心
理
面（
や
り
が
い

に
な
る
か
不
満
や
苦
痛
に
な
る
か
）
も
職
業

選
択
の
鍵
で
あ
る
こ
と
、
仕
事
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
は
離
職
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
原
因

と
な
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
結
果
は
必
ず
し
も
学
歴
と
は

一
致
せ
ず
、
不
登
校
や
中
退
経
験
が
あ
っ
て

も
得
点
が
高
く
、
仕
事
を
通
じ
て
成
長
を
期

待
で
き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
高
学
歴
の
人
で

も
得
点
が
低
く
出
る
場
合
も
あ
り
、
本
人
に

困
り
感
が
あ
る
と
き
は
時
間
を
か
け
て
専
門

機
関
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
で
測

定
し
て
い
る
の
は
適
性
能
と
い
う
能
力
面

の
た
め
、
点
数
だ
け
で
判
断
す
る
と
正
し
い

マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
ス
コ
ア
は
高
い
け
れ

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
あ
っ

た
り
、
マ
ル
チ
タ
ス
ク
や
急
な
変
更
に
対
応

で
き
な
い
場
合
、
結
果
と
し
て
職
場
で
不
適

応
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

個
別
相
談
で
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

し
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
え
る
よ
う
に
一

緒
に
考
え
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
す
。「
意
外
な
と
こ
ろ
に

適
性
が
あ
っ
て
興
味
が
湧
い
た
」「
知
ら
な

い
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
で
き
る
こ

と
が
見
つ
か
っ
て
前
向
き
に
な
れ
た
」「
適

性
は
低
い
け
れ
ど
頑
張
り
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
示
す
よ
う
に
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
あ
く
ま
で

も
自
分
を
知
る
手
が
か
り（
基
礎
資
料
）
で

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
る
と
も
い
え
ま
す
。

近
い
将
来
、
Ａ
Ｉ
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

働
き
方
や
仕
事
そ
の
も
の
を
大
き
く
変
え
て

い
く
と
し
て
も
、
自
分
の
適
性
に
合
っ
た
職

業
を
選
択
す
る
こ
と
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
と

ど
ま
ら
ず
、
個
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
人
生
の
質
）

に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

全国177か所ある地域若者サポートステーション(愛
称サポステ)は、ニート等の若者の職業的自立支援する
ため個別的・継続的な相談、各種セミナー、職業体験
など総合的な支援を行う。
かしわサポステは厚生労働省と柏市の委託を受け認定
NPO法人キャリアデザイン研究所が運営している。

（所在地：千葉県柏市柏下66 ー1柏市保健勤労会館2F）

講座の様子

個別相談

●かしわ地域若者サポートステーション
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GATBプラスコース活用事例
活用事例

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
実
施
状
況

横
浜
市
立
横
浜
総
合
高
等
学
校
で
は
、

２
０
２
２
年
度
よ
り
毎
年
、「
厚
生
労
働
省

編
一
般
職
業
適
性
検
査　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ（
進
路

指
導
・
職
業
指
導
用
）」
を
２
年
生
以
上
の
希

望
生
徒
に
実
施
し
、
毎
年
60
～
１
０
０
名
ほ

ど
の
生
徒
が
受
検
し
て
い
る
。

判
定
サ
ー
ビ
ス
は「
プ
ラ
ス
コ
ー
ス
」
を

利
用
。
結
果
返
却
時
に
は
雇
用
問
題
研
究

会
へ
講
師
派
遣
を
依
頼
し
、
結
果
の
解
説

会
を
開
催
、
希
望
す
る
生
徒
が
参
加
す
る
。

２
０
２
４
年
度
は
、
生
徒
の
職
業
や
日
常
生

活
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
測
定
で
き
る「
職

業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト（
Ｖ
Ｒ
Ｔ
）」
も
併

せ
て
実
施
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部

藤
本
亜
子
先
生
よ
り

「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
、Ｖ
Ｒ
Ｔ
と
も
検
査
名
に『
職

業
』
と
あ
り
、
高
校
を
卒
業
後
就
職
す
る
生

徒
が
希
望
の
職
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
本
校
の
科
目

を
選
択
す
る
際
や
、
卒
業
後
進
学
す
る
生
徒

が
、
将
来
の
職
業
を
視
野
に
入
れ
た
進
路
選

択（
学
校
選
択
）
を
す
る
た
め
の
き
っ
か
け

と
し
て
も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
結
果
解
説
会
に
参
加
し
た

生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

２
０
２
４
年
４
月
11
日
の
結
果
説
明
会
時

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
生
徒
は
主

に
５
つ
の
効
果
を
感
じ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
結
果（
61
名
分
）を
一
部
紹
介
す
る
。

横浜に生き、自らの生き方を創り出す生徒の育成と、心身共に健康で豊かな感
性を身につけられるように、「横浜の地」に根ざした、独自の学びのシステム
として2002年4月に開校した。
学ぶ時間が午前・午後・夜間と異なる三つの時間帯に展開している単位制の総
合学科高校。国語、数学、英語などの普通科目のほか、３系列（エンジニア・
ビジネス・生活文化）の専門科目などを学ぶことができる。多彩な科目の中から
自分の興味・関心や目的にあった科目を主体的に選択し、目標を見いだしなが
ら学習ができる学校である。（所在地：神奈川県横浜市南区大岡2 ー29 ー1）

●横浜市立横浜総合高等学校

１
．
自
分
は
何
が
得
意
な
の
か
、
ま
た
得

意
な
能
力
を
生
か
せ
る
職
業（
向
い
て

い
る
職
業
）を
知
る
こ
と
が
で
き
た

・
職
業
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
自
分

を
理
解
す
る
た
め
や
強
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

・
自
分
の
能
力
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
り
、
そ
の
能
力
に
合
っ
た
職
業
も
知
れ

た
の
で
、
良
か
っ
た
で
す
。

・
自
分
の
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
に
つ

い
て
、
客
観
的
な
裏
付
け
を
得
ら
れ
た
。

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

・
自
分
の
こ
と
を
視
覚
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
得

意
、
不
得
意
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
鍵
と
な
る

の
で
自
分
の
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
将
来
は
デ
ザ
イ
ン
系
に
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
得
意
な
こ
と
は
ど
ん

ど
ん
伸
ば
し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
自
分
が
向
い
て
い
る
職
業
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
得
意
な
能
力
、
自
分
に
あ
る
能
力

が
分
か
る
と
い
う
こ
と
を
学
べ
た
か
ら

意
味
の
あ
る
話
を
聞
け
た
し
、
得
意
な
こ

と
を
利
用
で
き
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き

た
い
と
改
め
て
思
っ
た
。

２
．
進
路
を
考
え
る
動
機
づ
け
に
な
っ
た

・
こ
れ
を
も
と
に
進
路
を
考
え
よ
う
と
思
う
。

・
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
も
っ
と
調
べ
よ
う
と
思
え
た
。

無回答、 12名

学　年

３年生、18名

４年生以上、６名
２年生、25名

卒業後の進路について

全然決まって
いない、８名 決まっている、４名

ある程度決まって
いる、23名

あまり決まって
いない、43名

「解説会」は役に立ちましたか？

無回答、２名

役に立たなかった、１名

まあまあ役に
立った、23名

役に立った、35名

（n＝61名）GATB結果解説会（2024 年４月 11 日実施）に参加した生徒のアンケートから

GATB活用に対する先生の思いと、GATBを実際に受けた高校生の感想（アンケート結果より）をご紹介します。

横浜市立横浜総合高等学校
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・
進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

・
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
変
わ

り
、
将
来
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
決
め
る

こ
と
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。

３
．
進
路
を
考
え
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た

・
自
分
の
得
意
・不
得
意
と
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
、
進
路
先
を
し
ぼ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
な
り
た
い
職
業
が
見
つ
か
ら
ず
悩
ん
で
い

た
が
、
参
加
し
た
こ
と
で
将
来
の
行
き
た

い
道
が
少
し
し
ぼ
れ
た
と
思
う
。

４
．
仕
事
の
世
界
が
広
が
っ
た

・
自
分
の
知
ら
な
い
仕
事
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

・
知
ら
な
か
っ
た
り
視
野
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
り
し
た
が
、
今
回
で
興
味
が
あ
る

職
業
に
出
会
え
た
。

・
知
ら
な
か
っ
た
職
業
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
し
、
興
味
の
あ
る
職
業
が
増
え
た
。

・
自
分
が
気
に
な
っ
て
い
る
職
業
以
外
に
も

自
分
に
で
き
そ
う
な
職
業
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

・
自
分
で
は
気
付
け
な
い
自
分
に
合
う
職
業

を
知
れ
た
の
で
良
か
っ
た
。

・
自
分
が
あ
ま
り
興
味
が
な
い
も
の
に
適
性

が
あ
っ
た
り
し
た
か
ら
少
し
調
べ
て
み
よ

う
か
な
と
思
っ
た
。
職
種
を
選
ぶ
と
き
の

視
野
が
広
が
っ
た
。

５
．
適
性
の
意
味
が
わ
か
っ
た

・
適
性
検
査
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
い
い
の

か
、専
門
的
な
解
説
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
理
論（
コ
ラ
ム
欄
参
照
）

が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、腑
に
落
ち
た
。

自
分
の
能
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
元
々
「
希
望
の
職
業
」
が
あ
る
生

徒
か
ら
は
以
下
の
感
想
が
あ
っ
た
。

・
自
分
の
希
望
し
て
い
た
職
業
の
適
性
が

あ
っ
た
の
で
自
信
を
も
て
た
。

・
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
働
き
た

い
夢
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
必
要

な
栄
養
士
の
資
格
や
相
談
助
言
の
能
力
が

あ
る
と
知
り
、
背
中
を
後
押
し
さ
れ
た
気

分
で
す
。非
常
に
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
自
分
が
な
り
た
い
職
業
と
適
性
が
合
っ
て

い
る
か
ど
う
か
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
自
分
が
得
意
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
適

性
検
査
に
よ
っ
て
、
よ
り
自
信
の
持
て
る

も
の
に
な
っ
た
。

・
自
分
が
や
り
た
い
調
理
の
分
野
に
向
い
て

い
る
か
が
わ
か
っ
て
、
そ
れ
を
伸
ば
し
て

い
こ
う
と
思
え
た
し
、
や
り
た
い
こ
と
以

外
に
も
向
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
と

て
も
役
に
立
っ
た
。

・
希
望
の
職
業
と
は
違
う
結
果
が
出
た
け

ど
、
違
う
職
業
に
も
目
を
向
け
て
み
よ
う

と
思
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
主
任

新
宅
史
生
先
生
よ
り

「
生
徒
は
、
興
味
の
あ
る
職
業（
進
学
先
）

を
選
択
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
自
分
が

知
っ
て
い
る
職
業
の
中
か
ら
の
選
択
で
す
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は『
知
ら
な
か
っ
た
職
業
』
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
希
望
職
業
に
適

性
が
な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
生
徒
に
関

し
て
も
、
こ
れ
は
自
ら
の
進
路
を
考
え
る
一

つ
の
材
料
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
総
合

学
科
高
校
と
し
て
進
路
を
考
え
る
一
つ
の
指

標
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

　

一
番
大
き
な
コ
ー
ン
カ
ッ
プ
を

見
つ
け
出
し
、
そ
こ
に
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と
い

う
考
え
方
で
、「
自
分
の
中
で
最

も
大
き
な
コ
ー
ン
カ
ッ
プ
は
ど
れ

か
」
を
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
通
じ
て
探
し

ま
す（
図
Ｂ
）。

　　

た
だ
し
、
コ
ー
ン
カ
ッ
プ
が
小

さ
い
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も

だ
め
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
コ
ー
ン
カ
ッ
プ
が
小
さ
く
て

も
本
人
に
や
る
気
が
あ
り
、
一
生

懸
命
努
力
す
れ
ば
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
高
く
盛
り
上
げ
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す（
図

Ｃ
）。

コラム

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
理
論

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
、
職
務
遂

行
に
必
要
な
知
識
・
技
能

を
身
に
つ
け
る
基
盤
と
な

る
能
力
を
測
定
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
用
い
て
説
明

し
ま
す
。

　

コ
ー
ン
カ
ッ
プ
を「
適

性
能
」、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を「
仕
事
を
行
う
上
で

必
要
な
知
識
・
能
力
」
と

す
る
と
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
で
は

コ
ー
ン
カ
ッ
プ
の
大
き

さ
を
測
定
し
て
い
ま
す

（
図
Ａ
）。

身につけるには
努力が必要

GATBで測定

仕事を行う上で
必要な知識・能力

（アイスクリーム）

適性能
（コーンカップ）

図A

少ししか
入らない

小さい

たくさん
入る

大きい

図B

高く盛り
上げられる

小さいが…

図C
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て
病
気
や
け
が
、
高
齢
化
な
ど
で
、
運
動

機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、「
座

る
」「
立
つ
」「
歩
く
」な
ど
の
基
本
動
作
力
の

回
復
や
維
持
を
目
的
に
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン（
以
下
、「
リ
ハ
ビ
リ
」と
い
う
）を
提

供
す
る
の
が
仕
事
で
す
。作
業
療
法
士
は「
食

事
を
す
る
」「
料
理
を
す
る
」「
仕
事
を
す
る
」

な
ど
の
日
常
生
活
の
応
用
的
な
動
作
の
機
能

回
復
を
図
り
、
社
会
復
帰
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
ま
す
。

　

二
つ
の
職
種
を
比
べ
た
と
き
、
作
業
療
法

士
が
担
う
の
は
上
肢
機
能
訓
練
の
提
供
が
中

心
で
、
理
学
療
法
士
は
体
を
動
か
す
こ
と
全

般
に
関
わ
る
仕
事
だ
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま

し
た
。
そ
れ
で
自
分
に
は
理
学
療
法
士
の
ほ

う
が
合
っ
て
い
る
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

―
―
実
際
の
お
仕
事
は
ど
ん
な
流
れ
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

野
々
山　

当
院
で
理
学
療
法
士
が
リ
ハ
ビ
リ

の
提
供
を
す
る
の
は
、
基
本
的
に
こ
こ
に

入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
で
す
。
新
規
の
患

者
さ
ん
の
場
合
、
ま
ず
そ
の
患
者
さ
ん
を
担

当
し
て
い
る
専
門
の
医
師
か
ら
、
私
た
ち
が

所
属
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
に
依
頼

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
患
者
さ
ん
を
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
医
師
が
診
察
し
、
ど
ん
な

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
か
の
基
本
が
示
さ
れ
た
処

方
指
示
箋
が
出
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
状
態
に

あ
る
複
数
の
患
者
さ
ん
た
ち
を
ほ
か
の
理
学

療
法
士
た
ち
と
振
り
分
け
、
担
当
が
決
ま
り

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
退
院

後
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
か
を
ご

本
人
や
ご
家
族
と
相
談
し
て
ゴ
ー
ル
を
設
定

し
ま
す
。
そ
の
後
は
理
学
療
法
士
の
私
が
、

患
者
さ
ん
と
一
対
一
で
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。
処
方
指
示
箋
を
基
本
と
し
、

具
体
的
に
ど
ん
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
か
を
私

が
考
え
ま
す
。
そ
の
過
程
で
医
師
や
看
護
師

と
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
そ
の
方
に
望
ま
し

い
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
患
者
さ

ん
が
退
院
さ
れ
て
別
の
病
院
に
行
か
れ
た

り
、
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
ど
の

よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
か
も
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
が
提
供
す
る
リ
ハ
ビ
リ
に
は

大
き
く
分
け
て
、
体
の
機
能
の
一
部
も
し
く

は
全
体
を
動
か
し
て
機
能
の
回
復
を
図
る
運

動
療
法
と
、
機
器
を
使
っ
て
温
熱
や
電
気
、

レ
ー
ザ
ー
な
ど
を
当
て
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

物
理
療
法
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
理
学
療
法

士
は
運
動
療
法
を
中
心
に
、
必
要
に
応
じ
て

物
理
療
法
を
用
い
て
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て

リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

―
―
お
仕
事
の
中
で
喜
び
や
、
や
り
が
い
を

感
じ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
で
し
ょ
う
か
。

野
々
山　

患
者
さ
ん
の
不
調
が
改
善
さ
れ
、

そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
の
姿
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
状
態
に
近
づ

い
た
と
き
の
姿
を
見
る
と
、
と
て
も
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら「
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う
声
を

聞
く
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

就
い
て
い
た
仕
事
を
辞
め
、

理
学
療
法
士
の
道
へ

―
―
理
学
療
法
士
に
な
ら
れ
る
前
は
、
別
の

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

野
々
山　

以
前
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
さ
ん
た
ち
の
管
理
を
担
当
し
て
い

て
、
私
が
電
話
応
対
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

私
は
学
生
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
フ
ロ
ン
ト
業
務
に
携

わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
人
と
対
面
し
な

が
ら
体
を
使
う
仕
事
が
好
き
だ
っ
た
ん
で

す
。「
そ
う
い
う
仕
事
を
し
た
い
な
」と
い
う

思
い
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
り
、
理
学
療
法
士

と
い
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

―
―
作
業
療
法
士
と
い
う
選
択
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

野
々
山　

理
学
療
法
士
と
は
、
専
門
家
と
し

理学療法士　野々山良輔さん

専門家として
リハビリテーションを提供し、
運動機能の回復を目指す

ののやま・りょうすけ●1983年東京都生まれ。大学中退後
コールセンターに勤務。29歳のとき、理学療法士の道に進
もうと、東都リハビリテーション学院夜間部に入学。仕事と
勉学の両立に苦労しつつ当学院に通い、2016年理学療
法士の免許を取得。都内の病院でデイケア業務に従事し
た後、2017年11月から東京大学医学部附属病院リハビリ
テーション部に理学療法士として勤務し、現在に至る。

野々山さんは、理学療法士として運動機能が低下した方たちを中心にリハビ
リテーションを提供しています。患者さんたちとコミュニケーションを図り
ながら信頼関係を築き、専門家としての知識と技術を駆使しながら、その人
らしい人生が送れるように力を尽くす日々を送っています。

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………
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理
学
療
法
士
の
仕
事
で
は

様
々
な
経
験
が
役
に
立
つ

―
―
お
仕
事
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

野
々
山　

患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
信
頼
関
係
を
築
こ
う
と
努
め

て
い
ま
す
。
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
つ
ら
い
こ
と
も
、
伝
え
や
す
く

な
り
ま
す
。
一
方
で
、
患
者
さ
ん
と
の
距
離

の
取
り
方
に
も
注
意
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
近
づ
き
す
ぎ
る
と
依
存
関
係
に
陥
り
、

そ
の
方
の
自
立
を
妨
げ
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

―
―
近
年
、
理
学
療
法
士
の
役
割
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

野
々
山　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
理
学
療
法

士
の
役
割
は
い
っ
そ
う
大
き
く
な
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
に
も
災
害

で
避
難
さ
れ
た
人
々
へ
の
体
の
機
能
維
持
や

回
復
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
、
企
業
や
学
校
で

の
健
康
増
進
や
病
気
の
予
防
の
た
め
の
環
境

整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
選
手
た
ち
が
高
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
た
め
の
お
手

伝
い
な
ど
、
理
学
療
法
士
に
対
す
る
注
目
度

は
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
私
は
理
学
療
法
士
の
認

知
度
が
さ
ら
に
上
が
り
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が

理
学
療
法
士
の
社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
結

び
付
く
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

な
っ
た
ら
、
私
た
ち
も
今
ま
で
以
上
に
余
裕

を
持
っ
て
患
者
さ
ん
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………連載

　

理
学
療
法
士
の
仕
事
は
、
患
者
さ
ん
た
ち

の
日
常
生
活
の
基
本
動
作
の
回
復
を
目
指
す

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ

れ
に
加
え「
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
」こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

そ
の
方
が
望
む
状
態
に
で
き
る
だ
け
近
づ
け

て
、
人
生
に
彩
り
を
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
が
好
き
な
患
者
さ
ん
が

療
法
後
、「
よ
う
や
く
海
に
入
れ
ま
し
た
」と

報
告
し
て
く
だ
さ
っ
た
時
は
、
心
か
ら「
よ

か
っ
た
」と
思
い
ま
し
た
。

―
―
お
仕
事
の
厳
し
さ
や
難
し
さ
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
。

野
々
山　

様
々
な
検
討
を
し
て
、
そ
の
方
に

見
合
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考

え
ま
す
が
、
時
に
は
思
い
ど
お
り
の
結
果
が

得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
進
行
性
の

病
気
を
患
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
や
、
重

症
の
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
快
方
に
向
か
う

こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
厳
し
さ
の
中
で
も
、
私
は
で
き

な
い
こ
と
で
は
な
く
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
目
を
向
け
、「
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め

る
前
と
比
べ
て
、
こ
れ
だ
け
よ
く
な
り
ま
し

た
ね
」と
い
う
姿
勢
で
患
者
さ
ん
と
接
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
た
き
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
難
し
い
患
者
さ
ん
を
担
当
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
ご
本
人
の
反
応
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
ご
家
族
が
と
て
も

う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
な
さ
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
は
、
厳
し
さ
の
中
で
も
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
理
学
療
法
士
の

仕
事
は
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
仕
草
、
表
情

に
現
れ
る
変
化
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
、
そ
れ
が
で
き
て
こ
そ
的
確
な
リ

ハ
ビ
リ
の
提
供
が
で
き
ま
す
。
理
学
療
法
士

に
余
裕
が
あ
っ
て
こ
そ
、
患
者
さ
ん
の
小
さ

な
変
化
を
見
逃
さ
ず
に
対
応
で
き
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

―
―
理
学
療
法
士
を
目
指
そ
う
と
す
る
後
輩

た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
々
山　

理
学
療
法
士
は
、
様
々
な
価
値
観

を
持
っ
た
患
者
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
や
立
場

を
理
解
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
積
ん
で
お
く
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
豊
富
な
経
験
が
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の

価
値
観
と
共
有
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け

や
す
く
な
り
ま
す
し
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
自
身
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
対
人
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
こ
と
が
、

今
、
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、上
司
か
ら
指
示
さ
れ
た
こ
と
は
、「
厳

し
い
な
」と
思
っ
て
も
ま
ず
は
引
き
受
け
て

や
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
自
分

に
何
が
足
り
な
い
か
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に

も
な
る
し
、
成
長
の
足
掛
か
り
に
も
な
り
ま

す
。

　

同
時
に
、「
自
分
に
対
す
る
評
価
は
上
司

な
ど
他
人
が
す
る
も
の
」と
考
え
ま
し
ょ
う
。

自
分
で
は「
う
ま
く
で
き
た
な
」と
思
っ
て
い

て
も
、
他
人
の
目
で
客
観
的
に
見
た
ら
不
十

分
と
い
う
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。「
評
価

は
他
人
が
す
る
」と
考
え
て
い
れ
ば
、
よ
り
よ

い
仕
事
を
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

◀歩行車を使った歩行訓練の様子
　�患者さんと寄り添いつつも、自立の妨げの要因となる心理的な

依存関係に陥らないように、一定の距離感を保って接している。

▲�患者さんそれぞれの特性に応じた歩行
訓練を行うため、様々な歩行補助具が
用意されている。

運動療法室▶
この場所で患者さんとコミュニケーション
を図り、一人ひとりに見合ったリハビリを
考え、信頼関係を築く。
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訓練風景
設置・運営●独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構
所 在 地●横浜市旭区南希望が丘78番地

関東職業能力開発促進センター
（ポ リ テ ク セ ン タ ー 関 東）

「離職者訓練」と「在職者訓練」
を両輪として推進

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら連載

関
東
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
関
東
）
は
、「
ハ
ロ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
離

転
職
者
を
主
対
象
と
し
た
訓
練（
離
職
者
訓

練
）
と
在
職
者
を
対
象
と
し
た
訓
練（
在
職

者
訓
練
）
等
を
実
施
し
て
い
る
職
業
能
力
開

発
施
設
で
あ
る
。

基
本
理
念

関
東
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
30
年
に
神
奈
川
総
合
職
業
補
導
所
と
し

て
横
浜
市
旭
区
希
望
が
丘
に
開
校
し
、
相
鉄

線
希
望
ヶ
丘
駅
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う

道
路
は
、
地
域
の
方
に「
訓
練
校
通
り
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

当
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
運
営
し
て
い
る
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
）は
、「
ら
し
く
」と「
と
も
に
」を
、「
は

た
ら
く
」と
い
う
共
通
の
ゴ
ー
ル
に
つ
な
げ
、

「
は
た
ら
く
」
を
通
じ
た
多
様
性
の
尊
重
と

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用

者
が「
働
く
未
来
を
自
ら
選
択
し
、
充
実
し

た
職
業
人
生
を
送
る
」
こ
と
を
願
い
、
そ
の

実
現
に
向
け「
や
っ
て
み
た
い
」「
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
を
支
援
す
る
施
設
で
あ

る
。

離
職
者
訓
練

離
職
者
訓
練
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
も
の

づ
く
り
分
野
で
の
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対

象
と
し
、
企
業
実
習
付
き
コ
ー
ス
を
含
め
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
設
計
製
図
、
機
械
加
工
、
溶

接
な
ど
の
機
械
系
の
４
コ
ー
ス
、
電
気
設

備
、
電
子
回
路
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
な
ど
の
電
気
・
電
子
系
の
６
コ
ー
ス
、

建
築
施
工
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ビ
ル
設
備
管
理

な
ど
の
居
住
系
の
４
コ
ー
ス
を
標
準
６
カ
月

（
一
部
７
カ
月
）で
実
施
し
て
い
る
。

各
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
目
指
す

業
界
で
仕
事
を
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

技
術
要
素
で
構
成
さ
れ
、
知
識
・
技
能
を
習

得
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
訓
練
時
に

使
用
す
る
教
材
や
機
器
、
設
備
な
ど
は
実
際

の
仕
事
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
等
の

も
の
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
、
就
職
し
て

か
ら
も
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
訓
練
を
担
当
す
る
職
業
訓
練
指
導

員（
テ
ク
ノ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
を
中
心

に
、
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
個
々
の
受

講
者
と
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行

う
な
ど
、
き
め
細
か
な
就
職
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

在
職
者
訓
練

在
職
者
訓
練
は
、
企
業
で
働
く
方
々
を
対

象
と
し
、
仕
事
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
専

門
的
知
識
お
よ
び
技
能
・
技
術
の
向
上
を
図

る
た
め
の
短
期
間（
２
～
５
日
間
）
の
職
業

訓
練
で
あ
る
。

企
業
の
生
産
現
場
が
抱
え
る
課
題
解
決
の

た
め
に
、も
の
づ
く
り
分
野
に
お
け
る
設
計
、

加
工
、
施
工
、
検
査
、
設
備
保
全
な
ど
の
実

習
を
中
心
と
し
た
訓
練
コ
ー
ス
を
体
系
的
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
等
の
人

材
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。ま
た
、タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
や
Ｗ
ｅ
ｂ
を
利
用
し
た
生
産
支
援

シ
ス
テ
ム
構
築
を
は
じ
め
と
し
た
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に

対
応
し
た
訓
練
コ
ー
ス
も
実
施
し
て
い
る
。

な
お
、「
自
社
の
課
題
や
目
的
に
合
っ
た

訓
練
を
実
施
し
た
い
」
等
、
企
業
個
別
の
要

望
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
訓
練

コ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

事
業
の
両
輪

在
職
者
訓
練
で
は
、
計
画
時
に
は
現
在
の

関
係
分
野
の
ニ
ー
ズ
動
向
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
実
施
時
に
は
受
講
者
の
生
の
声
か

ら
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
企
業
の
求
人
ニ
ー
ズ
と
捉

え
、
離
職
者
訓
練
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材

に
反
映
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
講
者
の
就

職
活
動
が
有
利
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
離
職
者
訓
練
を
修
了
し
た
受
講
生

が
、
就
職
後
に
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
在
職
者
訓
練
を
受
講
す
る
な
ど
、

就
職
先
の
企
業
と
の
関
係
性
を
向
上
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る「
離
職
者

訓
練
」、「
在
職
者
訓
練
」は
、キ
ャ
リ
ア
チ
ェ

ン
ジ
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る「
リ

ス
キ
リ
ン
グ
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
離
職
者

訓
練
だ
け
で
な
く
、
在
職
者
訓
練
も
同
時
に

実
施
し
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相

乗
効
果
を
得
て
い
る
。
ま
さ
に
両
輪
と
し
て

職
業
能
力
開
発
の
支
援
を
う
ま
く
推
し
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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鈴木卓也
ＤＩＣ株式会社
総務人事部　グループマネジャー

すずき・たくや●国内食品メーカー、外資系半導体メーカーを経て、2023年より現職。人材育成をはじめとする人事全般を統括し、
研修講師・カウンセラーとして社内外での実績をもつ。国家資格2級キャリアコンサルティング技能士、産業カウンセラー

コロナを経て
新人はどう変わり、我々はどう向き合うか

前
回
は
、
コ
ロ
ナ
を
経
て
変
化
し
た
研
修

運
営
の
ス
タ
イ
ル
や
研
修
の
あ
り
方
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
受
講
者
の

意
識
や
行
動
に
焦
点
を
あ
て
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
、
私
た
ち
は
若
者
の
こ
と

を「
今
ど
き
の
若
い
子
た
ち
は
」
と
い
う
言

葉
と
と
も
に
ラ
ベ
ル
を
貼
り
、「
自
分
た
ち

の
と
き
は
こ
う
だ
っ
た
」
と
言
い
な
が
ら
相

手
を
理
解
し
た
つ
も
り
に
な
り
ま
す
。で
も
、

人
材
育
成
の
観
点
で
見
た
と
き
、
そ
れ
は
本

当
に
正
し
い
の
か
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。

最
近
よ
く
聞
く
言
葉
に「
Ｚ
世
代
」が
あ
り

ま
す
。
１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
１
０

年
代
序
盤
に
生
ま
れ
た
世
代
を
指
し
、
生
ま

れ
た
と
き
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
可

能
で
あ
っ
た「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
」

の
総
称（
※
野
村
総
合
研
究
所
よ
り
、
諸
説

あ
り
ま
す
）で
す
が
、
彼
ら
を
一
括
り
に
し
て

理
解
し
た
か
の
よ
う
に
す
る
こ
と
の
危
険
性

を
、
私
は
人
材
育
成
を
担
う
者
と
し
て
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、「
自
分

と
は
違
う
世
代
で
あ
り
、
一
方
的
に
自
分
た

ち
の
価
値
観
を
押
し
付
け
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
心
構
え
の
意
味
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、「
こ
う
い
う
世
代
だ
」と
括
っ
て
論
じ
る

に
は
あ
ま
り
に
も
雑
に
思
え
る
の
で
す
。

今
年
、
新
入
社
員
を
受
け
入
れ
た
企
業
・

組
織
の
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
今
年
の
新
人

た
ち
は
ど
う
で
し
た
か
？　

去
年
の
新
人
と

同
じ
で
し
た
か
？　

私
の
実
感
で
は
、
少
な

く
と
も
こ
の
数
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ

て
、
新
人
の
様
子
は
毎
年
大
き
く
違
い
が
あ

る
と
思
う
の
で
す
。

私
は
今
年
1
月
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
対
面
で

の
入
社
時
研
修
が
で
き
な
か
っ
た
２
０
２
０

年
、
２
０
２
１
年
新
卒
入
社
者
の
フ
ォ
ロ
ー

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。入
社
数
年
に
し
て
、

「
同
期
と
初
め
て
会
い
、
ど
の
部
署
に
ど
ん

な
同
期
が
い
る
か
わ
か
っ
て
仕
事
に
も
役
立

つ
」な
ど
共
通
の
感
想
が
聞
か
れ
た
一
方
で
、

職
場
や
仕
事
に
対
す
る
向
き
合
い
方
、
考
え

方
や
価
値
観
は
20
年
入
社
と
21
年
入
社
の

た
っ
た
１
年
で
も
違
い
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
一
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、

●
20
年
入
社
：
卒
業
直
前
ま
で
リ
ア
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
主
体
だ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
急
遽
リ
モ
ー
ト
対
応
と

な
り
本
人
の
み
な
ら
ず
職
場
も
右
往
左

往
。
そ
の
た
め
、
入
社
当
初
同
期
や
職
場

の
先
輩
た
ち
の
顔
が
見
え
ず
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
か
っ
た
不
安
と
不

便
が
強
か
っ
た
。

●
21
年
入
社
：
就
活
時
に
リ
モ
ー
ト
と
な

り
、
選
考
方
法
な
ど
が
前
年
と
変
わ
っ
て

戸
惑
う
が
、
入
社
時
に
は
慣
れ
て
き
た
。

リ
ア
ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良

さ
は
感
じ
つ
つ
、
20
年
入
社
者
に
比
べ
る

と
リ
モ
ー
ト
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
な
い
。

と
い
う
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。さ
ら
に
22
年
・

23
年
入
社
者
を
見
れ
ば
、
リ
モ
ー
ト
が
当
た

り
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い

て
、む
し
ろ
昨
年
５
類
感
染
症
へ
の
移
行
後
、

リ
ア
ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
戸
惑

い
と「
リ
モ
ー
ト
で
十
分
な
の
に
」
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
今
年
24
年
の
新
人
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？　

私
の
実
感
と
し
て
は
、
昨
年

ま
で
あ
っ
た
コ
ロ
ナ
に
よ
る
距
離
・
マ
ス
ク

な
ど
の
制
限
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
今
年
の
新
人
は
皆
、
研
修
中
の
対
話
や

質
疑
応
答
が
活
発
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
様
子
を
伺
い
な
が
ら
行
動
す
る
、

受
け
身
な
気
質
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
変
化
の
速
い
今
の

時
代
、「
Ｚ
世
代
」
な
ど
と
十
把
一
絡
げ
に

す
る
の
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
々
違
い

が
あ
り
、
目
の
前
の
受
講
者
に
あ
わ
せ
た
対

応
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
人
材
育
成
に
携
わ

る
者
と
し
て
常
に
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
具
体
的
に
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
、「
毎
年
変
わ
る
新
人
た
ち
に
、

ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
、
彼

ら
と
接
す
る
か
」
と「
配
属
先
の
上
長
や
先

輩
社
員
な
ど
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
」
の

２
点
に
な
る
で
し
ょ
う
。

前
者
で
言
え
ば
、
弊
社
で
は
今
年
新
人
研

修
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
ま

し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
受

動
的
で
は
な
く
積
極
的
・
能
動
的
な
授
業
・

学
習
の
こ
と
で
、
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る

よ
う
に
な
っ
て
数
年
経
ち
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
や
会
社
概
要
の
理
解
な
ど
、
伝
え
る

こ
と
が
多
い
新
人
研
修
で
す
が
、
今
年
か
ら

「
自
分
で
考
え
て
み
る
、
グ
ル
ー
プ
で
議
論

し
、
質
問
を
活
発
に
出
し
て
み
る
」
と
い
う

や
り
方
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、

受
講
者
で
あ
る
新
入
社
員
の
集
中
力
が
持
続

し
、
理
解
度
が
増
し
、
研
修
中
に
寝
る
者
が

格
段
に
減
り
ま
し
た
。

後
者
は
、
日
々
の
業
務
で
忙
し
い
現
場
に

と
っ
て
、
毎
年
の
変
化
を
感
じ
取
っ
た
り
育

成
方
法
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
指
導
者
な
ど
の
研
修
で
新
人
の
様
子
を

伝
え
た
り
、
上
司
を
巻
き
込
ん
で
合
同
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
り
、
と
い
う
工
夫

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
人
育
成
に
か
ら
ん
で
現
場
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、
違
う

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
新
人
に
限
ら
な

い
現
場
で
の
育
成
力
、
上
司
の
部
下
支
援
力

の
課
題
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
回
触
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。
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１　

本
学
の
概
要

本
学
院
は
来
年
１
月
に
創
立
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
。「
知
性
を
広
げ
、
望
み
を
高
く

し
、
感
受
性
を
豊
か
に
し
、
そ
し
て
神
を
知

ら
せ
る
」と
い
う
建
学
の
精
神
の
も
と
、
キ

リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
人
格
教
育
を
通
じ

て
、
様
々
な
社
会
課
題
に
対
応
で
き
る
知
恵

と
勇
気
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
に
力
を

注
い
で
い
る
。

京
都
、
大
阪
を
拠
点
に
、
国
際
観
光
学
部

と
子
ど
も
教
育
学
部
の
２
学
部
を
擁
し
、
国

際
観
光
学
部
で
は「
京
都
文
化
」「
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
」「
語
学
」と
い
っ
た
様
々
な
切
り

口
で
観
光
学
を
学
び
、
子
ど
も
教
育
学
部
で

は
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教
諭
免
許
・
小
学
校

教
諭
免
許
な
ど
の
取
得
の
た
め
の
専
門
知
識

を
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
専
門
的
知
識
を
実

践
す
る
場
と
し
て
、
両
学
部
と
も
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
実
習
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
現
場
体
験
活
動
を
重
視
し
て

い
る
。

少
人
数
制
の
も
と
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と

丁
寧
に
向
き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
面
が

よ
り
良
い
方
向
に
伸
び
て
強
み
と
な
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
い

て
も
就
職
支
援
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
た
全
学
的
な
進
路
支
援

体
制
を
整
え
て
い
る
。

２　

段
階
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援

は
、
１
年
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
例
と
し

て
国
際
観
光
学
部
で
は
、
入
学
直
後
か
ら

個
々
の
価
値
観
や
興
味
を
踏
ま
え
た
職
業
興

味
検
査
の
実
施
や
、
２
年
生
で
は「
内
定
者

座
談
会
」や「
企
業
人
と
の
交
流
会
」な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
将
来
の
職
業
や
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
自
己
分
析
や
将
来
の
方
向
性
を
考

え
る
こ
と
で
、成
長
を
促
し
自
己
を
見
つ
め
、

自
ら
進
ん
で
い
く
意
識
を
育
て
て
い
る
。

ま
た
、
学
部
で
も
全
学
年
を
通
し
て

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
」
科
目
を
設
定
し
、

社
会
で
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
能
力
や
ス
キ

ル
を
養
っ
て
い
る
。

３　

豊
富
な
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
観
光
学
部
で
は
一
般
企
業
へ
の
就
職

希
望
者
が
多
く
、
子
ど
も
教
育
学
部
は
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
な
ど
の
学
生
の
志
望
に
応

じ
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
い
、
志
望
別
の
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

一
般
企
業
の
志
望
学
生
へ
の
就
職
講
座

は
、
自
己
理
解
と
知
識
を
深
め
、
多
様
な
業

界
や
職
種
を
理
解
し
主
体
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
保
育
職
志
望
の

学
生
に
向
け
た
就
職
講
座
は
、
免
許
取
得
に

お
け
る
実
習
や
科
目
履
修
が
多
い
こ
と
か

ら
、
昼
休
み
を
利
用
し
た
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
講

座
と
銘
打
っ
た
実
践
的
な
内
容
で
、
参
加
者

も
多
く
人
気
講
座
で
あ
る
。

４　

充
実
し
た
資
格
取
得
支
援

資
格
取
得
支
援
も
重
要
な
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
。
学
部
の
特
色
に
合
わ
せ
た
複
数

の
対
策
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
独
自
の「
資
格
チ
ャ
レ
ン
ジ

制
度
」を
設
け
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
学

習
意
欲
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
意
欲
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
推
奨
資
格
を
取
得

し
た
学
生
に
奨
学
金
を
支
給
す
る
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
検
定
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
検
定
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
や
中
国
語
検
定
が
人
気
で
あ

る
。２

０
１
９
年
度
よ
り
開
始
し
た
こ
の
制
度

は
今
で
は
学
内
で
広
く
認
知
さ
れ
、
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
学
生
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
新
た
な
推
奨
資
格
の
設
置
の
希
望
の
声

も
上
が
っ
て
お
り
大
変
好
評
で
あ
る
。

５�　

教
職
員
連
携
に
よ
る
き
め
細
や
か

な
個
別
支
援

学
生
の
希
望
進
路
と
個
々
の
状
況
に
合
わ

せ
た
個
別
支
援
を
重
視
し
て
い
る
。

個
別
相
談
で
は
１
回
の
面
談
時
間
を
50
分

に
設
定
し
、学
生
と
じ
っ
く
り
と
向
き
合
い
、

志
望
や
取
り
組
み
状
況
を
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
志
望
や
適
性
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
応
募
書
類
の
作
成
支
援
や
面
接
対
策
な

ど
の
実
践
的
な
サ
ポ
ー
ト
や
求
人
情
報
の
紹

介
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
支
援
を
徹

底
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
担
当
教
員
を
主
と
し
た

学
部
と
の
連
携
を
徹
底
し
、
全
学
的
に
就
職

活
動
を
支
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
保
護
者
の
就
職
活
動
へ
の
理
解

を
促
す
取
り
組
み
と
し
て
保
護
者
就
職
懇
談

会
を
は
じ
め
、
個
人
面
談
や
電
話
相
談
な
ど

の
フ
ォ
ロ
ー
も
随
時
行
っ
て
い
る
。

６　

未
来
に
向
け
た
支
援

こ
れ
か
ら
も
、
学
生
が
社
会
で
自
分
ら
し

く
活
躍
で
き
る
進
路
選
択
と
、
中
長
期
的
な

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ
う
、
多
様

性
を
尊
重
し
個
性
に
対
応
す
る
関
わ
り
を
通

し
て
、
個
々
の
成
長
を
促
す
サ
ポ
ー
ト
を
推

進
す
る
。
時
々
訪
れ
る
卒
業
生
の
自
信
に
満

ち
た
笑
顔
が
本
学
の
教
職
員
の
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
学
生
の
良
き
伴
走
者
で
あ
り
続
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

本学の就職支援と
キャリア形成支援の取り組み
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臨床心理士／公認心理師　金屋光彦

偶然が織り成す物語
1 不思議な出来事と無意識
思ってもみない不思議なことが、突然自分の周りで起
こる。偶然ともいえるそんな経験を、あなたも一度や二
度されたことがあるでしょう。
「精神生活の大部分は、無意識である」
世界の3大心理療法の一つ、精神分析的心理療法は、
原則の一つをそう語る。意識的なものを越えた何らかの
力が働いたと感じさせる現象が、私たちの日常生活でも
しばしば発生する。そのことを示唆する、東京で実際に
あった事件から考えてみよう。
2019年4月、交通事故で愛する妻子を失ったＭさん
の当日のことである。いつものように奥さん（当時31
歳）がキッチンで長女（当時3歳）の朝食を作り、Ｍさん
はまだベッドでウトウトしていた時だった。急に奥さん
が走ってきて、ベッドにいたＭさんに抱きつき、10秒
くらいそのままの姿勢を取った。今までになかった初め
ての出来事だったという。「どうしたの？」と聞くと、「何
でもないよ」と言って、奥さんはキッチンへ戻っていっ
た。そうしてその日の午後、長女と自転車で出かけた奥
さんは、暴走車にはねられるのである。尊い２つの命が
奪われ、この悲しい事故を思う度に、今も涙する。

2 人生で最も大切なこと
「人生で最も大切なことは、職業選択である。それは、
偶然が決める」――そう語ったのは、17世紀のフラン
スの思想家パスカルだった。
一般的な職業の種類は、約2万8千にのぼる。その中
から自分にふさわしい職業をチョイスする事は、そう簡
単な作業ではない。ランチを何にするか、その選択はメ
ニューの中からその時食べたいものを、懐具合と相談し
て決めればよい。しかし、生活の骨格である職業の選択
を適切に行うには、選ぶ根拠となる内容を、一つひとつ
明らかにしていく必要がある。
例えばそれは、自分の興味や価値観、潜在する能力、
好きなこと、強みや得意なこと、職業を通して実現した
いこと、送りたい生活スタイル等であり、それらが不明
なうちは適切な選択は難しい。また、メニューに当たる
職業の中身も、よく調べて正確に知ることが必要だ。と
ころが天才パスカルは、ばっさりと「偶然がそれを決め
る」と語ったのである。
自分が何者になるのか、職業選択はアイデンティティ
の問題でもあり、納得のいく決断に至るまでの道程は重
く長いものだ。大卒なら生きてきた約22年間全てがそ
の準備期間、ともいえる。いざ職業生活へ移行する時に、
真剣な学生ほどその決断の難しさに、しばし立ち尽くす。
職業の選択は、パスカルが語るように、偶然で決まるも

のなのだろうか？　皆さんの場合は、どうだっただろうか？

3 筆者のケース
私の場合を振り返ってみると、実はパスカルの言った
とおり、なのである。20代で月刊誌の記者になったのも、
30代で勤労青少年職業カウンセラーとして心理支援を
始めたことも、偶然の出来事からだった。
「原稿を書いて生きていけたら…」そんな妄想気味の希
望を抱いて、大学を卒業した。当時卒論指導で御世話に
なったM教授が「達意な文章を書く」と私の原稿を褒めて
くれたのも、妄想強化に輪をかけた。しかし現実は、売
れる原稿はなかなか書けず、先の見通しは全く無く、傷
心と焦燥感が募る中で、ただその希望だけが支えだった。
そんなある日、彫刻家の友人から芸術家が集まるとい
うXmasパーティの誘いを受けた。会費は高かったが､
当時極貧だった私は、なぜか参加した。そこで、著名な
社会派ジャーナリストを夫に持つＴさんと偶然出会い、
そのご縁で月刊誌記者の仕事を始めるのである。
10代から対人不安が強かった私には、取材での面会
は相当荷が重かった。しかし、当初恐怖心で一杯だった
インタビューが、次第にわくわく感のほうが勝っていっ
たのは、誠に不思議な変わり様であった。

4 大谷翔平選手の場合
大リーグで活躍する大谷翔平選手の職業は、プロ野球
選手、それも打者と投手を兼ねる二刀流である。
二刀流プロ野球選手になる、この発想は大谷選手本人
から出たものではない。「打者と投手二つをやらせても
らうことは、僕にはない画期的なアイディアでした。（中
略）もし高校から米国へ行っていたら、おそらくバッティ
ングはやっていなかった」と、スポーツライターＳ氏の
取材に本人が語っている。
大谷選手は、高校から直接大リーグへ行くことを決め
ていた。ドラフト会議前にその決意を公表し、各新聞も
その決断を大きく報道した。ところがその４日後のドラ
フト会議で、日本ハム球団は単独１位で指名するのであ
る。だがこの時も、「日本ハムへ入団する可能性は、ゼ
ロです」と取材陣に語っていた。
しかし、栗山監督率いる日本ハムは、入団交渉で「誰
もやっていないことをやりたい」と述べた大谷選手の思
いを受け、「投手と打者の両方をこなす二刀流選手とし
て育てたい」と、思いがけない提案をするのである。
日本ハムが他の球団のようにドラフト会議での指名を
諦めていたら、また、大谷選手側が日本ハムの人達と会
わずに、話を聞くこともなく断ってしまっていたら、今
の輝ける二刀流の大谷選手は、決して誕生することはな
かったといえるでしょう。
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コロナ禍における
学生とキャリア支援の
変化について

岡崎浩二
株式会社キャリアボット　代表取締役社長

株式会社岡崎人事コンサルタント　取締役社長
東京都立産業技術大学院大学　特任准教授
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、
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ら
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。
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。
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。
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取
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踏
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す
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ア
セ
ン
タ
ー
や

学
生
相
談
室
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
心
理
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
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Ｗ
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。
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取
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催
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す
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彼
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。
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Ｎ
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Ｎ
Ｓ
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サ
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。
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れ
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ち
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。
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え
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、
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あ
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れ
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ッ
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ボ
ッ
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負
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も
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ら
す
こ
と
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で
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ま
す
し
、
24
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簡
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て
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き
る
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も
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え
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こ
と
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で
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ま
す
。
チ
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ッ
ト
ボ
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る
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成
Ａ
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を
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す
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で
、
よ
り
柔
軟
に
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く
れ
る
サ
ー
ビ
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格
で
開
発
で
き
る

よ
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に
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な
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ま
し
た（
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ャ
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援
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成
Ａ
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、
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れ
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一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
だ
け
で
は
な
く
、
対
面
で
の
交
流
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
対
面
で
の
キ
ャ
リ
ア
相

談
や
、
小
規
模
な
が
ら
実
際
に
会
っ
て
行
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

機
会
を
提
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す
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
リ

ア
ル
な
人
間
関
係
を
築
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機
会
を
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ら
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ま

す
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応
え
る
た
め
に
は
重
要
で
す
。

◀◀「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーが
　　Webサイトで読めます。
　　（雇用問題研究会ホームページ）
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厚生労働省編一般職業適性検査

各ツールを組み合わせ、
継続的支援につなげる
キャリア教育プログラム等として位置づける実施例

中学校

2年生 職場体験前に実施し、職業の世界への関心を喚起する。
体験する職場を選択するための参考にすることもできる。
自分の興味・関心を把握し、それらを生かせる仕事は何かを知る。

3年生

能　力
適性能（潜在能力）

知識・技能（仕事の遂行能力）

パーソナリティ

自分の能力の特徴を把握し、それらを生かせる仕事は何かを知る。
卒業後の進路や職業選択について検討するための資料とする。

大学・短大
専門学校

共通

1-2年生

3年生

職場体験の
事前学習

実施は
パソコンで

このような職業に就く
には、どんな学部学科
を選べばよいか

取り組みやすい
「興味」から

自分の
特徴は？

就活に向けた
準備へ

１年生 興味・関心を把握し、文理選択や総合学科のコース選択時の参考にする。

主に進学
希望者

２年生

職業適性

KN式クレペリン作業性格検査　など

知識試験・技能試験　など

興味・志向性

性　格

価値観

［進路指導用］

KN式クレペリン作業性格検査
［進路指導用］

キ ャ リ ア ・ イ ン サ イ ト　など

就職活動支援
………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

就職レディネス・チェック

自分に合った進路（職業や学部学科等） 。すで切大がとこるえ考ていつに」性適業職「、性相のと業職と性個の分自、はにぶ選を
味興「と」力能「、は」性適業職「 （パーソナリティ）」の２つの側面から検討することが基本となります。

VRTでは興味を生かせる職業を、GATBでは得意な能力を生かせる職業を具体的に知ることができるため、２つの側面から進路、職業
選択の可能性を広げて検討することもできます。
多面的、総合的に自己理解をし、進路について検討するために、アセスメント・ツールを組み合わせて実施することをお勧めします。

能力の特徴を把握し、得意な能力を活かした将来の職業選択に
ついて検討し、卒業後の学部学科等選択の参考にする。

4つの側面（興味、能力、価値観、行動特性）の特徴を把握し、各特徴を活かした
職業選択について検討する。

職業への意識を喚起し、早いうちから職業についての意識を持った大学
生活を送るきっかけとする。
興味・関心を把握し、興味の特徴を活かした将来の職業選択について検
討するための資料とする。

主に就職
希望者

能力の特徴を把握し、得意な能力を活かした職業選択について
検討するための資料とする。

作業性格や作業態度、行動特徴により、学校生活への適応や危険
作業・運転などへの適性を把握するための資料として活用。

RCC 就職に向けた準備状況を客観的に把握し、就職活動を行う上での参考に
する。

実施の例

就職ガイダンス
「自己分析・自己理解」
講座での実施も可能

自分に合った進路（職業や学部学科等）を選ぶには、自分の個性と職業との相性、「職業適性」について考えることが大切です。
「職業適性」は、「能力」と「興味（パーソナリティ）」の２つの側面から検討することが基本となります。
VRTでは興味を生かせる職業を、GATBでは得意な能力を生かせる職業を具体的に知ることができるため、２つの側面から進路、
職業選択の可能性を広げて検討することもできます。
多面的、総合的に自己理解をし、進路について検討するために、アセスメント・ツールを組み合わせて実施することをお勧めします。

職場体験前に実施し、職業の世界への関心を喚起する。
体験する職場を選択するための参考にすることもできる。
自分の興味・関心を把握し、それらを生かせる仕事は何かを知る。

自分の能力の特徴を把握し、それらを生かせる仕事は何かを知る。
卒業後の進路や職業選択について検討するための資料とする。

興味・関心を把握し、文理選択や総合学科のコース選択時の参考にする。

能力の特徴を把握し、得意な能力を生かした将来の職業選択に
ついて検討し、卒業後の学部学科等選択の参考にする。

能力の特徴を把握し、得意な能力を生かした職業選択について
検討するための資料とする。

職業への意識を喚起し、早いうちから職業についての意識を持った
大学生活を送るきっかけとする。
興味・関心を把握し、興味の特徴を生かした将来の職業選択について
検討するための資料とする。

４つの側面（興味、能力、価値観、行動特性）の特徴を把握し、各特徴を
生かした職業選択について検討する。

就職に向けた準備状況を客観的に把握し、就職活動を行う上での参考
にする。

作業性格や作業態度、行動特徴により、学校生活への適応や危険
作業･運転などへの適性を把握するための資料として活用する。

就職レディネス・チェック

職業レディネス・テスト

高　校
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職業興味検査

●問題用紙 

●回答用紙（中学生用／高校生以上用）… 330円

●結果の見方・生かし方

●判定料（プリント）… ………………… 380円＊	 　　●手引……1,430円
＊PDFの判定結果票をご希望の場合は360円になります。１名分計690円です。

　　　　  １名分■710円――　　

対象●中学・高校・高専・専門学校・短大・大学・職業訓練校・職業相談機関等

実施所要時間●40～45分

■６つのタイプの職業分野への興味・関心、自信を測定
■「自分のやりたいこと」、職業の世界を考えるきっかけに

職業レディネス・テスト

●職業一覧表

●パーソナルレポート

Realistic Investigative

Conventional Artistic

SocialEnterprising

現実的職業領域 研究的職業領域

社会的職業領域企業的職業領域

慣習的職業領域 芸術的職業領域

Ａ検査

職業興味

検査 Ｂ検査

基礎的
志向性

Ｃ
職務遂行の
自信度

検査

Ｐ　対人志向 
自分を表現する

人の役にたつ
みんなと行動する

P1

P3
P2

Ｔ
　
対物志向

T2 自然に親しむ
T1 物をつくる

Ｄ　対情報志向
D1 情報を集める

D3 情報を活用する
D2 好奇心を満たす

■編著　独立行政法人 労働政策研究・研修機構

わかること

判
定
結
果

中学校・高等学校・専門学校・短大・大学等の教職員を対象に、「厚生労働省編一般職業
適性検査」「職業レディネス・テスト」の検査の概要、結果の見方について、オンラインに
よる説明会を承ります。詳しくはお問い合わせください。

オンライン説明会

判定結果票は
PDFファイルか
プリントを選べます。

（税込／送料別途）
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●手引

作業性格検査

式クレペリン作業性格検査 ［進路指導用］

●検査用紙……………………… 90円 
●判定料（プリント）… ………… 400円＊	 　　●手引……1,210円
＊PDFの判定結果票をご希望の場合は380円になります。１名分計470円です。

１名分■490円――

対象●中学・高校・高専・専門学校・短大・大学・職業訓練校・職業相談機関等

実施所要時間●40～45分

■作業性格や作業態度、行動特徴等、個人の性格面の特性、仕事ぶりを推測
■学校生活への適応や危険作業・運転などへの適性について把握するための参考資料に

●結果票 ●結果一覧表

●プロフィール（作業曲線：作業量を棒グラフで表示）／平均作業量（前半／後半／全体）／作業の速さ（作業全
体の平均作業量から作業処理速度を判断）

●評定（作業曲線の形状が標準曲線にフィットしているかどうか（安定―動揺）、作業量（極めてきびん・きびん・
標準的・少し遅い・遅いの５段階）、誤答の出かたの組み合わせによって、評定コメントを表示）

●特記事項（作業量、作業曲線、作業の質等の面で、特別に目立った作業上の特長を捉え、それらについて、なぜ
そのような現象が起こったのかを推測し、コメント）

●留意事項（評定結果に基づき、被検者に対する注意点、あるいは仕事に対する取り組み方等についてコメント）

ＫＮ式クレペリン作業性格検査は、左右隣り合わせ
の二数の加算を連続的に行うことによって得られる作
業量（作業速度）や作業曲線、作業の質などの結果
から各人の仕事ぶりを推測し、その作業性格や作業
態度、行動特徴等、個人の性格面にかかわる特性を
総合的にとらえようとするものです。

わかること

判
定
結
果

判定結果票は
PDFファイルか
プリントを選べます。

（税込／送料別途）
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就職活動支援

職業適性診断システム

就職レディネス・チェックRCC

●ペーパー版（１セット20名分あたり）
	 ４セットまで…9,680円	 ５セット以上…7,260円
●Web版（１名分あたり）
	 １～ 99名分…484円	 100名分以上の場合…363円

●CDーROM（１枚）… …………… 4,400円

●ライセンスのみ１台につき…… 1,320円

●手引……………………………… 1,650円

対象●大学・短大・専門学校・職業訓練校・職業相談機関等

実施所要時間●最短 30 分（解説を加えるなどにより延長も可能。回答のみの場合は約 10 分）

■就職活動に欠かせない５つのポイントをチェック
■モチベーションをアップさせ、就活に必要な行動を促す

対象●	EC…：18 ～ 34 歳程度で、正規の職業経験が比較的短期間の若年求職者
大学、短大、専門学校等の教育機関の在学生等

	 MC…：35 ～ 69 歳程度で、職業経験がある方
実施所要時間●全てを実施すると１時間以上（各自でメニューを選んで実施可能）

■�自己理解・職業選択を支援するコンピュータ・
システム

■�若年者向けのECコースと、ミッドキャリア層向け
のMCコースを用意

●就職活動に欠かせない５つのポイント「就職意欲度」「キャリアプラン設
計度」「環境理解度」「就職活動理解度」「思い込みからの自由度」の準備
状況

● Web 版ではさらに、管理者用（学校側）画面にて、個人結果・集団結果
をリアルタイムで表示

●キャリアガイダンスの一連の流れである、「適性評価」「職
業情報の検索」「適性と職業との照合」「キャリアプランニ
ング」を自分でパソコンを操作しながら経験できる。

●適性は４つの側面（能力・興味・価値観・行動特性）から
評価

わかること

わかること

■編著　独立行政法人 労働政策研究・研修機構

キャリア・インサイト講習会
オンライン・セミナー

詳しくは、当会HPをご覧ください▶

開催中

RCC
オンライン・セミナー

お申込み受付中▶

９/６（金）開催

（税込／送料別途）

（税込／送料別途）



コース 内　　容

KN式クレペリン

VRT

GATB

読者プレゼント

キャリア・インサイトは、利用者自身がコンピュータを使いながら、職業選択に役立つ適性評価、適性に合致した職業リストの参照、職業情報の
検索、キャリアプランニングなどを実施できる総合的なキャリア・ガイダンス・システム（CACGs）です。その機能と活用について習得します。

〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5
●電話 03-5651-7072 

対　象 

KN式クレペリン作業性格検査は、２数の加算を行うことによって得られる作業量や作業曲線、
作業の質などの結果から、個人の性格面にかかわる特性を総合的に捉えようとするものです。
この検査を実習し、判定結果の読み方等を説明します。
また、各種の性格検査について概説し、個性理解について考えます。

職業レディネス・テスト（VRT）は、「自己理解を通じて職業探索へ、職業探索を通じて自己理解へ」
という理念のもと、若者（中学・高校生をはじめ、大学生、社会人など）の職業への興味・自信の
方向性をキャリア発達の観点から捉えようとするものです。
ホランドの職業選択理論を踏まえて、その実施と活用について説明します。

厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）は、多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる
代表的な９種の能力（適性能）を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい
職業選択を行うための情報を提供します。その実施方法と採点の方法を説明します。
また、職業適性の理念や結果の解釈について説明します。

アセスメント・ツールを活用したキャリアコンサルティングの考え方や進め方について説明します。
また、各ツール（VRT、GATB）の結果の解釈について、事例研究を通して学びます。受講生による
グループワークを取り入れたコースとなっています。
●「VRTコース」および「GATBコース」を修了された方が対象です。

キャリア・コンサルティング

キャリア・インサイト 講習会

※ご希望のコースを自由に組み合わせて受講できます。ただし「キャリア・コンサルティング」は、「VRT」および「GATB」コースを受講された方に限ります。

基礎理論コース（オンラインセミナー）

◀開催日程等、詳しくはホームページで
　お知らせします。お申込みもサイト内
　専用フォームからできます。
　https://www.koyoerc.or.jp

キャリア・コンサルティング セミナー

●中学校・高等学校の進路指導・キャリア教育担当者、スクールカウンセラー
●大学・短大・専門学校のキャリア支援・就職指導担当者
●職業安定・職業能力開発機関の担当者、職業相談・就業支援・教育相談機関等の担当者
●キャリアコンサルタント、キャリアカウンセラー、産業カウンセラーおよびそれらを目指している方

個人主導のキャリア形成が求められる中、それを支援するキャリアコンサルティングの重要性は、社会でも広く認められつつあります。
それとともにキャリアコンサルティングに不可欠なアセスメント・ツールも一層効果的な活用が期待されています。雇用問題研究会では、
当研究会で発行している各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査を効果的にご活用いただくために、セミナーを開催しております。
各種ツール、心理検査等の理論・実施方法・活用方法等を解説いたします。

キャリアコンサルティングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

キャリア・インサイトの機能と活用

◀メールマガジンに登録を!!
　セミナー情報を
　随時お届けします。

オンライン

は、“プロ（専門家）のキャリアカウンセラー／キャリアコンサルタント”の養成、スキル向上、指導者養成までを、体系的に行っている専業機関です
特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会 研修担当

」厚労大臣指定更新講習45講座︕ 詳細は学習専用サイト 「　　のキャリアコンサルタント学習情報」 で検索

講師︓慶應義塾大学名誉教授　花田光世先生　ほか　各領域の第一線の学識者・専門家による講義

【CCA】キャリアコンサルタント向け知識講習（Web）
１対１の対人支援にとどまらず、組織開発・組織活性化、人事との協業といったテーマを真正面から
見据えたWeb学習（厚労大臣指定キャリアコンサルタント更新講習）です。実践に基づいた講師陣
の知見や豊富な事例が、実際のキャリア支援の現場で役立てられることを強く意図しています。

～～ ～

受講者
6,000名

突破



683159

厚生労働省編一般職業適性検査
General Aptitude Test Battery

編著●厚生労働省職業安定局
対象●中学（２年生以上）・高校・高専・専門学校・短大・大学・職業訓練校・職業相談機関等

能力面から適性を把握し、自己理解を深め、個性にマッチする職業選択を分析・考察

受検者 １名分料金　（税込 / 別途送料） 見本セット 無料

検査用紙　330円

PDF 400 円 440 円
プリント 440 円 460 円
PDF＋プリント 460 円 500 円

ベーシックコース プラスコース判 定 料 金

※手引　1,210 円

9種の適性能で
　得意な分野を判定

進路指導・職業指導の
定番ツール

学校の先生を対象に、実際の検査用紙、検査結果の解説・
活用ガイド（プラスコース用）等の資料をお送りします。
お電話またはお問合せフォームよりお申し込みください。

電話●03－5651－7072　普及促進課

お問合せフォーム
https://ws.formzu.net/fgen/S59647761/

〒103－0002 東京都中央区日本橋馬喰町 1－14－5 日本橋 K ビル２F
　https://www.koyoerc.or.jp　　電話 03－5651－7071
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